
ある朝の風景
　赤磐市中勢実の谷あいには、美しい棚田
があります。撮影に訪れた5月中旬は、ちょ
うど田植えの時期で、この日も朝早くから
田植え作業が行われていました。
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赤磐市の人口（5月1日現在）

　●人口………………………45,011人（−37）
　●男…………………………21,496人（−19）
　●女…………………………23,515人（−18）
　●世帯数…………………17,100世帯（+11）

（　）内は4月1日との差

赤
磐
市
は
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の

中
で
、「
自
然
と
共
生
し
た
快
適

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
安
全
に
暮
ら
せ
る
と
い
う
の
は
誰
も

が
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は

数
多
く
の
危
険
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
交
通
事
故
。
赤
磐
市
は
県
下
で
も

と
り
わ
け
交
通
事
故
の
発
生
が
多
い
地

域
で
す
。
特
に
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
は

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
速
度
超
過
違

反
と
い
う
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
し
か

ね
な
い
違
反
も
多
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る

自
然
災
害
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
今
ま
で

幾
度
と
な
く
市
内
地
域
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
や
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
。
そ
れ
に
加

え
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
も
あ
り
、

市
民
の
災
害
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
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8
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「フッ素でむし歯予防」
人権コラム 42
「男性にとっての男女共同参画って？」
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ズームアップ図書館
「やさしい天体観察講座」
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赤磐警察署調べ

平成22年中の発生件数（県内） 平成22年中の発生件数（赤磐市）

赤磐の安全
特 集

【第1部】人にやさしい運転で安全なまちに

高
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
今
月
号
と
来
月
号
の

二
回
に
渡
り
、
赤
磐
市
の
安
全
に
つ
い
て

特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。
一
回
目
の
今
月

は
、
赤
磐
市
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
特
集

し
ま
す
。
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交通危険度ワーストランキング２位
その結果が意味するものは…

毎 年、岡山県警が発表している市町村別交通危険
度ワーストランキング。赤磐市は平成21年のランキ

ングで県内ワーストという不名誉な結果を残しました。
　この結果を受け、市では今まで以上の啓発活動を行い
ました。緊急チラシの配布に防災行政無線を用いた啓発
の放送、7月には市民が一丸となって決起大会も開催しま
した。また市内の学校や団体なども子どもたちの見守りや
啓発活動を行いました。その結果、22年はかろうじて県内
ワーストを逃れることができました。
　しかし、ランキング内の個々の結果を見てみると、交通
三悪違反（飲酒運転・無免許運転・30㌔以上の速度超
過）と高齢者死傷者数はいずれも県内市町村で最多。こ
れは市民の交通マナーの悪さが浮き彫りとなった結果だ
といえます。また、過失の重い第1当事者の人身事故と市
内居住者の死傷者数は県内でワースト2位でした。

■市町村別交通危険度ワーストランキング
順位 市町村名 前年順位
1 岡山市 2
2 赤磐市 1
3 備前市 13

■交通三悪件数
順位 市町村名 １万人当たり
1 赤磐市 55.1
2 奈義町 47.6
3 和気町 46.0

■赤磐市内交通三悪内訳
違反名 違反件数 （　）内は前年比

飲酒運転 8（+2）
無免許運転 14（+6）
速度超過 217（+35）
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赤磐の安全
〜人にやさしい安全運転を〜

赤磐警察署　藤田　靖彦　署長

〈
交
通
安
全
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

歩
行
者
に
優
し
い
運
転
を

心
が
け
て
ほ
し
い

　

交
通
安
全
対
策
は
「
安
全
・
安

心
の
赤
磐
の
実
現
」
の
た
め
の
大

き
な
課
題
で
す
。
与
え
ら
れ
た
権

限
の
重
み
を
自
覚
し
、
交
通
事
故

の
原
因
と
責
任
を
確
実
に
追
及
す

る
交
通
事
故
捜
査
、
悪
質
な
運
転

者
を
見
逃
さ
な
い
徹
底
し
た
交
通

指
導
取
締
り
な
ど
の「
強
い
警
察
」

を
体
現
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
白
バ
イ
や
パ
ト

カ
ー
、
制
服
警
察
官
に
よ
る
街
頭

活
動
の
時
間
を
増
や
し
、
事
故
に

直
結
す
る
違
反
の
取
締
り
や
、
自

転
車
利
用
者
に
対
す
る
マ
ナ
ー
の

徹
底
な
ど
「
道
路
上
の
緊
張
感
を

高
め
る
施
策
」
を
推
進
し
、
運
転

者
・
歩
行
者
に
対
す
る
注
意
喚
起

に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

施
策
面
で
の
柱
は
、
市
内
で
の

高
齢
者
被
害
の
現
状
か
ら
「
高
齢

者
を
重
点
と
し
た
交
通
事
故
防
止

対
策
」
の
強
化
で
す
。
高
齢
者
の

交
通
事
故
死
者
の
多
く
は
運
転
免

許
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
、
交
通

安
全
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
た

ち
で
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
に
は
、
地
域
の
各
種
会

合
の
高
齢
者
世
帯
の
訪
問
な
ど
を

通
じ
て
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
運

転
者
に
も
、
歩
行
者
に
配
慮
し
た

優
し
い
運
転
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
る
心
が

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
る

　

私
は
署
員
に
対
し
、「
当
事
者

の
立
場
、
思
い
を
大
切
に
し
た
事

案
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い

続
け
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
も
ま
さ
に
同
じ
で
、
運
転

者
や
歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
相

手
の
立
場
に
た
っ
た
思
い
や
り
、

譲
り
合
い
に
よ
り
向
上
に
つ
な
げ

る
。
そ
れ
を
い
か
に
し
て
市
民
一

人
ひ
と
り
に
考
え
て
も
ら
う
の
か

が
課
題
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、「
危
険
」
と
い
う
現
実
を
認

識
し
、
よ
り
交
通
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
今
以
上
に
守
る
と
と
も
に
、
マ

ナ
ー
の
定
着
に
向
け
て
、
市
や
地

域
、
学
校
、
家
庭
と
警
察
が
一
体

と
な
っ
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
で
き
る
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
。
結
果
と
し
て
必
ず
や

不
幸
な
事
故
が
減
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

① 横断歩道に歩行者がいるときは、必ず停止して道をゆずる はい いいえ
② 右左折するときは、早めにウインカーを出す はい いいえ
③ 時間のないときでも急ぎ運転をしない はい いいえ
④ お酒を飲んだら絶対に運転をしない はい いいえ
⑤ むやみにクラクションを鳴らさない はい いいえ
⑥ 雨や霧、トンネル内ではヘッドライトを点灯する はい いいえ
⑦ 高速道路で渋滞しているときなどに路肩走行をしない はい いいえ
⑧ 運転席、助手席ともに必ずシートベルトを着用する はい いいえ
⑨ 青信号でも、交差点の先が渋滞していれば交差点に進入しない はい いいえ
⑩ 狭い交差点では、停止線よりやや手前に停車する はい いいえ
⑪ 駐車禁止場所には駐車しない はい いいえ
⑫ ドアを開けるときは後方を確認する はい いいえ
⑬ 右折待ちをしている対向車には進路をゆずる はい いいえ
⑭ ブレーキは数回に分けて踏み、後続車に合図する はい いいえ
⑮ 交差点の右折待ちは交差点中央に寄り、後続車の進行を妨げない はい いいえ
⑯ 狭い下り坂ですれ違うときは、自車が停車して道をゆずる はい いいえ
⑰ 対向車がある場合はヘッドライトを上向きにしない はい いいえ
⑱ 雨の日は、歩行者などに水はねをしないよう注意する はい いいえ
⑲ 車線変更は必ず 1 車線ごとに行う はい いいえ
⑳ 進路をゆずるときは、身振りなどではっきり意思を伝える はい いいえ

　
道
路
は
自
分
一
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
持
ち
よ
く
走
る
た
め

に
は
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
次
の
項
目
に
回
答

し
て
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
「
い
い

え
」
の
項
目
が
あ
れ
ば
「
は
い
」
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

Check List
大
丈
夫
で
す
か
？

あ
な
た
の
交
通
マ
ナ
ー
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飲酒運転・ひき逃げ・過労運転の厳罰化
酒酔い運転、救護義務違反などで免許の拒否・取り消しを受
けた場合に免許を受けることができなくなる期間が最長 10
年まで引き上げられました。
　また、酒気帯び運転などの基礎点数が引き上げられました。

高齢者の免許更新手続きなどを変更
講習予備検査（認知機能検査）を導入し、免許証の更新期間
満了日を迎える 75 歳以上の人を対象に、高齢者講習の前に
記憶力・判断力に関する検査を行うこととなりました。

車間距離保持義務違反の罰則強化
高速自動車国道または自動車専用道路での車間距離保持義務
違反の罰則が強化されました。
　【改正前】車間距離保持義務違反は 5 万円以下の罰金→
　【改正後】高速自動車国道または自動車専用道路では、
　　　　　  3 カ月以下の懲役または 5 万円以下の罰金

ご
存
じ
で
す
か
？

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
・
十
月
一
日
施
行

道
路
交
通
法

一
部
改
正

み
ん
な
の
意
識
が

交
通
安
全
を
つ
く
る
。

改正点

1

改正点

2

改正点

3

朝の通学路は
地域みんなで見守り
市内各地の通学路では、毎日保護者やス
クールサポーターの人たちが交通量の多
い交差点などに立ち、地域全体で子どもた
ちの見守りを行っています。

交通ルールは
きちんと覚えてみどり号
市内の小学校ではみどり号による交通啓
発活動が行われ、子どもたちは横断歩道の
渡り方や自転車の乗り方など、基本的な
ルールを勉強しました。

安全運転心がけて
市内各地で街頭啓発
春の交通安全県民運動に伴い、5 月 18 日㈬に
市内各地で交通安全対策協議会主催の街頭啓発
が行われました。この日は交通安全協会や交通
安全推進員など各地域で活動している多くの人
たちの協力のもと、交通のチラシやグッズを渡
しながら交通安全を呼びかけました。
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赤磐の安全
〜人にやさしい安全運転を〜

平成21年度交通安全ファミリー作文コンクール 優秀作 <内閣府特命担当大臣賞>

「会えなかったおじいちゃん」
埼玉県志木市立志木第二中学校2年　木津　美邑   

人
に
や
さ
し
い

安
全
運
転
を

　

現
在
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
車

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
三
年

一
月
の
時
点
で
国
内
の
自
動
車
保
有

台
数
は
お
よ
そ
七
千
九
百
十
二
万
台

と
、
国
民
の
二
人
に
一
人
が
自
動
車

を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ほ
ど
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
運
転
す
る
私
た
ち

に
は
、
よ
り
安
全
な
運
転
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
自
身

も
安
全
を
心
が
け
て
運
転
を
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
交
通
事
故
は
現
実
に
起
き
て

お
り
、
毎
年
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
赤
磐
市
内
で
み
る
と
、

平
成
二
十
二
年
は
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
が
二
人
、
け
が
人
は
重
傷
、
軽

傷
者
を
合
わ
せ
て
四
百
四
十
二
人
に

及
び
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
赤
磐

市
の
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
岡
山
県
市
町
村
別
交
通

危
険
度
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
。

　

私
た
ち
は
今
一
度
、
安
全
運
転
の

心
構
え
を
再
確
認
し
、
人
に
や
さ
し

い
安
全
運
転
を
心
が
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
第
一
部　

終
わ
り
】

私 の父方のおじいちゃんは、私がお母さんのお腹にいた時、交通事故で
亡くなりました。おじいちゃんが仕事で車を運転していたとき、お酒

を飲んで信号無視をした若者の車がぶつかってきて死んだのだそうです。お
じいちゃんはとても穏やかな性格で、いつも決してイライラせず慎重な運転
を心がける人だったそうです。それなのに、赤信号で走ってきた飲酒運転の
車にぶつけられ二週間意識不明のまま死んでしまいました。私がこの話をお
母さんに聞いたとき、とても悲しく、くやしい気持ちになりました。
　おじいちゃんは私が生まれるのをとても楽しみにしていたそうです。きっ
と、新しい孫に会えるのを心待ちにしていてくれたんだろうなあと思います。
おじいちゃんはとても優しい人だったとお母さんに聞いたので、おじいちゃ
んに会ってみたいと思うし、もし、交通事故がなければ今ごろおじいちゃん
とどんな話をし、どんな思い出が作れたのかと思うにつけ、胸がしめつけら
れるような思いです。
　「このぐらいの飲酒なら運転しても大丈夫だろう」と思い、車に乗ったこと
で、私は会えるはずだった自分のおじいちゃんとの日々を奪われてしまったのです。私だけでなく、家族の悲しみは
深く、未だに交通事故の現場は遠回りしても通らないようにしています。お母さんにおじいちゃんの話をきく前までは、
飲酒運転について自分に関係がないことと思い、深く考えていなかったけれど、尊い命が奪われた家族のつらさを思
うとき、飲酒運転はあってはならない事、と強く思うようになりました。
　最近、飲酒運転による交通事故の話題をニュースや新聞などでよく目にします。このあいだ、お酒を飲んだ男性の
車が衝突事故を起こし、9 人が死傷してしまったという記事がありました。しかも「同乗者がアルコールで正常な運転
が困難であることを黙認していた」と書いてありました。なぜこんな大きな事故を防げなかったのだろう、飲酒運転

を危ないと思わなかったのか、どうして飲酒運転は後を絶たないのだろう
かなどと、とても疑問に思いました。
　ちょっとした気のゆるみと判断ミスで人の命を奪い被害者の家族に癒え
ることのない悲しみを負わせ、事故を起こした加害者もまた、その家族の
人生もつらいものとなるでしょう。飲酒運転は本人の自覚さえあれば防げ
ることです。また、周りの人間が止められることです。優しい笑顔でほほ
えむおじいちゃんの遺影に手を合わせる時、大切な人が飲酒運転で命が奪
われることのない社会になるように願わずにはいられません。
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市 政 ト ピ ッ ク ス

六
月
一
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。　

　

赤
磐
市
で
も
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
ち
な
み
各
地
域
で
一
斉
に
相
談
業
務

を
行
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権

相
談
所
や
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
で

皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
付
け

た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

【
山
陽
地
域
】

　

羽
原　
　

健
／
菅
形　

美
枝

　

長
光　
　

惠
／
前
原　

春
二

　

戸
田　

末
信

【
赤
坂
地
域
】

　

大
野　

是
彰
／
近
江　
　

勲

　

松
岡　

里
子

【
熊
山
地
域
】

　

日
笠　
　

誠
／
勝
山　

秀
世

　

仲
川　
　

翠

【
吉
井
地
域
】

　

井
上　

和
也
／
河
本　

慶
圓

　

釜
口　

知
子

　

人
権
相
談
は
、
各
地
域
で
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
協
働
推
進
室

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
３

総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
の
相
談

に
応
じ
る
行
政
相
談
委
員
に
次
の
人

が
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
行
政
相
談
委
員

⃝
高
畑　

知
功
（
山
陽
地
域
）

⃝
冨
山　

益
次
（
赤
坂
地
域
）

⃝
難
波　

芳
美
（
熊
山
地
域
）

⃝
杉
本　

宗
義
（
吉
井
地
域
）

　

任
期
は
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

　

相
談
の
内
容
は
、
道
路
・
河
川
・
年

金
・
福
祉
問
題
な
ど
行
政
の
仕
事
や
窓

口
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
行
政
相
談
委
員
制
度
が
昭
和
三
十
六

年
度
に
発
足
し
て
か
ら
、
今
年
で
五
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
協
働
推
進
室

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
３

吉
井
川
下
流
土
地
改
良
区
の

総
代
選
挙

　

吉
井
川
下
流
土
地
改
良
区
の
総
代
の

任
期
が
、
七
月
二
十
一
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
総
代
選
挙
が
六
月
二

十
七
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
日
程
と
総
代
定
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
選
挙
期
日
の
告
示
日

　

六
月
二
十
日
㈪

■
選
挙
期
日

　

六
月
二
十
七
日
㈪

■
立
候
補
届
出
受
付
期
間

　

六
月
二
十
日
㈪
、
二
十
一
日
㈫

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

■
受
付
場
所

　

熊
山
支
所
市
民
生
活
課

■
総
代
の
定
数　

五
人

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
２

赤
磐
市
営
住
宅
公
募
の
ご
案
内

■
募
集
団
地

①
団
地
名
／
福
田
（
福
田
三
二
〇
）

▼
戸　

数
／
一
戸

▼
規　

格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
一
万
三

千
三
百
円
～
一
万
九
千
九
百
円

②
団
地
名
／
庄
谷
（
黒
本
一
七
〇
）

▼
戸　

数
／
一
戸

▼
規　

格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
一
万
五

千
六
百
円
～
二
万
三
千
三
百
円

■
募
集
期
間

　

六
月
一
日
㈬
～
六
月
十
四
日
㈫

■
申
込
方
法

　

入
居
申
し
込
み
は
本
人
か
家
族
の
人

が
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、
本
庁
都
市

建
設
課
か
支
所
産
業
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
６
６

赤
磐
市
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
の
開
催
予
定

〈
第
一
回
策
定
委
員
会
〉

■
日　

時

　

六
月
十
六
日
㈭　

午
後
二
時
～
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nformation

支 給
対 象

0歳～中学校修了までの
子どもを養育している人

支 給 額 子ども 1人につき
一律 13,000 円（月額）

支 払 月 ６月（２～５月分）
10月（６～９月分）

現 況 届 不要（10月に届け出・申請が
必要になる可能性があります）

■
場　

所

　

本
庁
一
階
第
一
会
議
室

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
介
護
保
険
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
６

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
第
一
回

～
ひ
と　

ゆ
め　

み
ら
い　

参
画
で

つ
く
る
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
～

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
一
人
一
人
の
個
性
が
輝
く

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
、
セ
ミ

ナ
ー
を
全
四
回
実
施
し
ま
す
。
二
回
目

以
降
は
広
報
紙
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

ご
家
族
・
ご
近
所
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
で
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

託
児
を
ご
希
望
の
人
は
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

六
月
十
九
日
㈰

　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

■
場　

所

　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■
講　

師

　

岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　

准
教
授　

李　

璟
媛

■
演　

題　
「
家
族
の
変
化
と
男
女
共

同
参
画
社
会
」

■
定　

員　

三
十
人

■
申
込
締
め
切
り
日　

六
月
十
三
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
協
働
推
進
室

松
く
い
虫
駆
除
の
薬
剤
空
中
散
布

　

空
中
散
布
を
五
月
三
十
一
日
か
ら
六

月
二
日
に
行
う
予
定
で
す
。
区
域
周
辺

で
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
散
布
区
域
に
は
十
日
間
は
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

②
散
布
区
域
周
辺
で
は
、
飲
食
物
・
洗

濯
物
を
屋
外
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

③
家
畜
・
コ
イ
な
ど
は
、
散
布
中
は
屋

内
へ
入
れ
、
飼
育
舎
・
養
魚
池
な
ど

に
は
ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
散
布
区
域

　

沢
原
・
円
光
寺
・
東
円
光
寺
・
畑
・

釣
井
・
小
瀬
木
・
松
木
・
勢
力
・
千
躰

･

奥
吉
原
・
仁
堀
東
・
仁
堀
中
・
仁
堀

西
・
中
勢
実
・
戸
津
野
・
暮
田
・
八
島

田
・
石
・
平
山

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
農
林
課

　

☎
（
９
５
５
）
６
１
７
４

子
ど
も
手
当
は
九
月
分
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た

（
六
月
の
現
況
届
は
不
要
）

　

平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
九
月
分
ま

で
の
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
二
十
二
年

度
と
同
じ
内
容
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
六
月
の
現
況
届
が
不
要
と
な

り
ま
す
が
、
十
月
以
降
の
手
当
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
さ
れ
る
た
め
、
十
月
に

届
け
出
・
申
請
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

引
っ
越
し
を
し
た
、
子
ど
も
が
産
ま

れ
た
、
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
な

ど
、
家
庭
の
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場

合
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
公
務
員
の
人
は
勤
務

先
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
５

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
︲
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
の
訓
練
放
送
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
あ
か
い
わ
四
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
︲

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
訓
練
放
送
日
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

■
変
更
前　

五
月
三
十
一
日
㈫

　

午
前
十
時
十
五
分
～

■
変
更
後　

六
月
二
十
八
日
㈫

　

午
前
十
時
十
五
分
～

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
な

ど
を
踏
ま
え
、
消
防
庁
（
国
）
が
訓
練

日
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
た
め
で
す
。

訓
練
日
の
変
更
に
つ
い
て
の
周
知
に
努

め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
本
庁
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
総
務
課

〔
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
（
Ｊ
︲
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
つ
い
て
〕

　

http://w
w

w
.fdm

a.go.jp/neuter/
topics/fieldList2_1.htm

l
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★
講
座
の
受
け
付
け
は
、各
館
と
も
午
前
九
時
か
ら
で
、す
べ
て
先
着
順
で
す
。　
★
定
員
の
あ
る
も
の
は
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

★パソコン講座（講座で使用するのはすべてVistaです）

〔各コース共通〕
■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。（電話不可）
■場　所／中央公民館 第4会議室
■対　象／一般　　■定　員／各回１０人
■受講料／1，500円（１コース＋テキスト代実費）

◎これから始める！はじめてのパソコン講座
　これからパソコン初めてみようという人を対象にし
た講座です。
　パソコンの使い方・マウスの操作方法・インターネット
の活用の仕方などパソコンの基本操作をゆっくりとした
ペースで学んでみませんか。
■日　時／6月19日㈰
　　　　　午前の部…9：00～12：00
　　　　　午後の部…13：30～16：30
　　　　　※1日を通した講座になります。
■受講料／1,500円（１コース＋テキスト代実費）

◎はじめてのワード2010入門（ゆっくり編）
　パソコンの基本操作は知っているけれど、ワードはま
だ…というあなた。ぜひこの機会に学んでみましょう。
■日　時／7月3日㈰
　　　　　午前の部…9：00～12：00
　　　　　午後の部…13：30～16：30
　　　　　※1日を通した講座になります。
■受講料／1,500円（１コース＋テキスト代実費）

★鉢カバーとアニマルガーデンピックを作ろう
　～ラベンダーの苗もついてくる～
　■日　時／6月23日㈭ 13：30～15：30
　■場　所／中央公民館第1会議室
　■定　員／15人
　■内　容／カラー針金で5号鉢の鉢カバーとアニマル

ピックを作りましょう。（※家に帰って植えるラベン
ダーもプレゼント！）

　■参加費／1,000円　　■申し込み／6月2日㈭～

★夏休み『子ども囲碁・将棋教室』
　夏休み、囲碁・将棋にチャレンジしよう！初心者大歓迎！
　■日　時／7月21日㈭・28日㈭・8月4日㈭・18日㈭・25日㈭
　　　　　　いずれも13：30～15：30
　■講　師／「両宮地域囲碁同好会」代表 石原　徳夫　ほか
　■対　象／小・中学生　　■定　員／35人
　■参加費／無料
　■申し込み／6月17日㈮から先着順

★第11回 ブルーシャトーハートロック in コンサート
　『みんなで唄おう・ナツメロ・演歌』～アコーディオン・サックス・ギター伴奏～
　■日　時／6月25日㈯ 14：00～15：30
　■場　所／山陽公民館（ホール）
　■出　演／ナツメロ山陽
　■入場料・申し込み／不要

★公民館シアター「岡山の風に吹かれて」
　～自主製作作品の上映と製作苦労ばなし～
　■日　時／6月26日㈰ 13：30～15：00
　■場　所／山陽公民館（講座室・視聴覚室）
　■上映・講演／movie OKAYAMA
　■入場料・申し込み／不要

★山陽地区老人大学演芸大会
　～カラオケ・民謡・舞踊・寸劇・コーラス・フラダンス…～
　■日　時／6月19日㈰ 9：30～14：00
　■場　所／山陽公民館（講座室・視聴覚室）
　■入場料・申し込み／不要

★おしゃべりカフェ（13:00～16:00）
　おしゃべりなどご自由にお過ごしください。
　■対　象／60歳以上の人
　■場　所／山陽公民館（ホール）
　■入場料・申し込み／不要
　※それぞれの回で次のような催しものがありますの

でお楽しみください。
　～第１回「いのち輝く老いの人生を」～
　■日　時／6月16日㈭ 13：30～14：30
　■講　演／三村　勉
　～第２回「サックス演奏ほか」～
　■日　時／6月30日㈭ 13：30～14：30
　■演　奏／瀬嶋　義章（サックス）ほか

★たんぽぽの会
　１歳以上の保育園・幼稚園入園前の子どもと保護者の
交流の場です。みんなで楽しく遊び、学びましょう。
　■日時・内容／6月8日㈬、22日㈬ 10：00～11：00
　　　　　　　 リトミックほか
　■場　所／赤坂健康管理センター 多目的ホール
　■講　師／杉山　順子、大坂　叔司子
　■参加費／無料
　※毎月第２・第４水曜日（祝祭日は休み）に開催しています。

問 山陽公民館（山陽 1-10 ☎ 955-9777）
山陽公民館主催講座

問 中央公民館（下市 337 ☎ 955-0069）
中央公民館主催講座

問 高月公民館（穂崎 848-1 ☎ 086-229-9777）
高月公民館主催講座

問 赤坂公民館（町苅田 507 ☎ 957-2211）
赤坂公民館主催講座
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★笹岡キッズアートクラブ『筆ペンで描こう！』
　いろんな色の筆ペンで和紙に絵を描こう！よごれても
かまわない服装で参加して下さい。
　■日　時／6月11日㈯ 9：30～11：30
　■場　所／笹岡公民館会議室
　■参加費／300円（うち200円は材料費）
　■申し込み／6月8日㈬まで
　　　　　　　（定員になり次第締め切り）

★ドキドキ講座『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ！園内
の生きものについて観察してみ
よう。
　■日　時／6月25日㈯
　　9：00～11：00〈雨天決行〉
　■場　所／熊山英国庭園
　　（赤磐市殿谷）
　■定　員／30人
　■申し込み／開催日の前日まで
　■その他／双眼鏡をお持ちの

　人は持参してください。

★イキイキ講座
　「もっと元気にきれいに！かんたん薬膳料理」
　自分のベストの体調で、暑い夏を乗り切りましょう。
　■日　時／7月4日㈪ 9：00～13：00（時間延長あり）
　■場　所／熊山公民館調理室
　■講　師／薬膳料理人　田中　まり
　■定　員／16人　　■参加費／材料代500円
　■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）

★三世代交流わくわく講座
　「アウトドア流カートンドッグ作り」
　牛乳パック（カートン）で作るホットドッグです。アウト
ドアシーズン野外のお食事におすすめです。
　■日　時／6月25日㈯ 14：00～15：30〈雨天決行〉
　■場　所／熊山公民館　　■対　象／小学生以上
　■定　員／15人　　■参加費／100円
　■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）

★三世代交流わくわく講座
　「アウトドア流ひえひえアイスクリーム作り」
　冷凍庫がなくても冷たいアイスはいかが？
　■日　時／7月10日㈰ 10：00～11：30〈雨天決行〉
　■場　所／熊山公民館　　■対　象／小学生以上

　■定　員／16人　　■参加費／200円
　■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）

★三世代交流わくわく講座「どろんこ観察会」
　水深15㌢程度の水辺で観察会を行います。ゲンゴロウ、
サワガニ、ヤゴなどたくさんの生き物が君たちを待って
います！
　■日　時／7月2日㈯ 10：00～12：00
　■場　所／岡山県自然保護センター（和気町田賀）
　■講　師／赤磐自然観察クラブ
　■対　象／小学生以上（小学生以下は保護者同伴）
　■定　員／15人　　■参加費／無料
　■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）

★ナイスミディ講座「お家でできるネイルのお手入れ」
　甘皮の処理の仕方、マニキュアやアートも楽しめます。
　■日　時／6月30日㈭ 14：00～16：00
　■場　所／熊山公民館
　■講　師／NAIL SALON ＪＥＷＥＬ　大野　綾乃
　■定　員／16人　　■参加費／500円
　■申し込み／6月6日㈪～（定員になり次第締め切り）

★野菜ソムリエと作る料理教室
　旬の野菜を使っておいしく食べる方法を野菜ソムリエ
から学びましょう♪
　■日　時／6月29日㈬ 10：00～13：00
　■講　師／羽原　舞
　■定　員／15人　　■参加費／500円
　■申し込み／吉井公民館へ申し込み
　※詳しい内容についてはお気軽にお問い合わせください。

★地域探訪～吉井郷土資料館・諏訪神社
　昔の暮らし、郷土の歴史を学びましょう♪
　■日　時／6月21日㈫ 10：00～12：00
　■講　師／山陽郷土資料館学芸員　伴　祐子
　■内　容／吉井郷土資料館を見学後、諏訪神社まで散策します。
　■定　員／20人　　■参加費／300円
　■申し込み／吉井公民館へ申し込み
　※詳しい内容についてはお気軽にお問い合わせください。

－その他公民館所在地・連絡先－
　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
　　　　　　　※電話をおかけの際は番号のお間違いの
　　　　　　　　ないようお気をつけください。

問 熊山公民館（松木 623 ☎ 995-1360）
熊山公民館主催講座

問 笹岡公民館（坂辺 9 ☎ 957-2214）
笹岡公民館主催講座

問 吉井公民館（周匝 136-1 ☎ 954-1379）
吉井公民館主催講座
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磐
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ア
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市
内
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
、グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
に
参
加
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て
み
ま

せ
ん
か
。

【
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時
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七
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㈪・㈷
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午

【
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磐
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）
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話・Ｆ
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Ｘ
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ー
ボ
ー
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、

ユ
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。

　
現
在
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募
　
　
集

お
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せ
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　全国各地から子どもたちが集まり、沖縄でマリンス
ポーツや、イルカ体験、世界最大の『美ら海水族館』見学、
カヌーでマングローブ観察などの自然体験学習の参加
を募集します。

●対象・募集人数：小学5年生～中学3年生　2人
　　　　　　　　　（応募多数の場合、抽選があります）
●応募締め切り日：6月12日㈰　17：00
●日　程：7月25日㈪～7月29日㈮　4泊5日
●参加費：61,000円／1人（市が半額程度補助予定）
　※ただし空港までの費用および小遣いや健康診断など個

人的なものは含まれていません。
●研修地：沖縄県北部地区　　　●発着空港：岡山
●主　催：ブルーシー・アンド・グリーンランド財団
●問い合わせ・申し込み先：赤磐市吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター
　☎954-2323／FAX 954-2424

Ｂ＆Ｇ海洋体験　　
　　セミナーの募集

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内科
① 田中

平井 平井 中西

休診

田中
平井

田中
田中 担当医

② 中西 中西 平井

外　　科 大原
（診察10:00～）

大原
（診察14:00～16:00） 松岡 西﨑 西﨑 担当医

整形外科 瀧川
循環器科 山地

泌尿器科 渡邉
（月2～3回）

◦受付時間　▶午前の部…８:３０～１１:３０　▶午後の部…14:３０～16:３０
◦月曜日のみ外科午後の受付時間　▶13:３０～15:３０
◦整形外科の受付時間　▶6月まで…14:３０～16:３０　▶7月以降…13:３０～16:３０

※予告なく変更となる場合もありますので、ご了承下さい。　■問い合わせ先／赤磐市民病院 ☎９９５-１２５１

●　　　　　赤磐市民病院診察予定表　　　　　●

４月12日より下記のとおり変更しました。

　B&G財団は、体験クルーズの参加者を募集していま
す。（客船ふじ丸使用）
　この体験航海は、子どもたちに「船」、「海」、「自然」への
理解・興味を深めてもらうとともに、船内での共同生活に
より社会性やルール、マナーを身につけてもらうことを
目的としています。

●実施期間：8月17日㈬～8月22日㈪　5泊6日
●募集人員：小学4年生～中学3年生　１人
　　　　　　 （参加者多数の場合は抽選）
●募集期間：6月１日～6月12日
●参加費：80,000円（晴海ふ頭集合解散の場合）
　　　　　※東京までの交通費別途必要
　　　　　〈市から、実費の半額程度の補助があります〉
●寄港地：東京都小笠原村（父島）
●使用客船：ふじ丸（23,000㌧）
●問い合わせ先：吉井B&G海洋センター ☎954-2323

B&G体験クルーズ参加者募集
～この夏、太平洋2,000㌔のクルーズに旅立とう！～

が
ん
ば
り
ま
し
た
！
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ル
フ
大
会
に
軽
部
小
学
校
の
児

童
が
出
場
し
ま
し
た
。本
校
は
、赤
坂

レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

協
力
の
も
と
、体
育
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

時
間
を
活
用
し
て
、ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。過
去

に
は
全
国
大
会
出
場
の
経
験
も
あ
り
、

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
は
、軽
部
小
の
先
輩

か
ら
後
輩
に
伝
え
る
伝
統
に
も
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、低
学
年
の
部
に
三
人
、高

学
年
の
部
に
十
人
出
場
し
、成
績
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

◦
団
体
の
部
／
三
位（
軽
部
Ａ
チ
ー

ム
）、四
位（
軽
部
Ｂ
チ
ー
ム
）

◦
低
学
年
の
部
／
二
位（
栗
正
彩
夢
）

◦
高
学
年
の
部
／
十
位（
栗
政　
光
）

　

惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が

カ
バ
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
上
で
プ
レ
ー
す

る
真
剣
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
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康
健

Vol.

66

わ
た
し
の

あ
な
た
の

第
42
回

フ
ッ
素
で
む
し
歯
予
防

　

近
年
、
む
し
歯
予
防
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素
）
の
利
用
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

フ
ッ
化
物
を
歯
に
作
用
さ
せ
る
と
、
歯

の
表
面
か
ら
取
り
込
ま
れ
、
歯
の
結
晶

（
ア
パ
タ
イ
ト
）
の
一
部
に
な
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
を
含
ん
だ
歯
の
結
晶
は
、
普
通

の
歯
の
結
晶
よ
り
も
丈
夫
に
な
り
、
む
し

歯
菌
の
出
す
酸
に
対
し
て
よ
り
強
く
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
フ
ッ
化
物
を
適
切
に
使

う
と
、
歯
の
表
面
が
強
く
な
り
、
む
し
歯

に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
歯
の
エ

ナ
メ
ル
質
の
ま
わ
り
に
フ
ッ
化
物
が
あ
る

と
一
度
脱
灰
し
た
部
分
（
む
し
歯
に
な
り

か
か
っ
た
部
分
）
の
再
石
灰
化
を
促
進
し
、

エ
ナ
メ
ル
質
の
補
修
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
む
し
歯
の
作
用
を
抑
制
し
、

酸
産
生
を
低
下
さ
せ
、
む
し
歯
予
防
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

■
局
所
的
な
フ
ッ
素
の
利
用

①
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
剤
の
使
用
…
使
用
方

法
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
十
五
㌫
か

ら
三
十
㌫
の
む
し
歯
抑
制
率
（
長
期
間

継
続
使
用
で
約
五
十
㌫
）
が
あ
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

②
フ
ッ
素
歯
面
塗
布
（
年
二
回
か
ら
四
回

程
度
実
施
）
む
し
歯
抑
制
率
三
十
㌫
か

ら
四
十
㌫

③
フ
ッ
素
洗
口
（
永
久
歯
の
萌
出
完
了
ま

で
実
施
）
む
し
歯
抑
制
率
四
十
㌫
か
ら

五
十
㌫

　

赤
磐
市
で

は
三
歳
児

健
診
な
ど

の
「
幼
児

健
診
」
時
や

「
幼
児
歯

科
教
室
」
な

ど
で
、
フ
ッ

素
歯
面
塗
布

を
実
施
し
て

い
ま
す
。
た

だ
し
、
個
人

差
も
あ
り
ま

す
の
で
、
実

施
間
隔
な
ど

に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
師

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま

た
、
フ
ッ
素

と
い
え
ど
も
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
正
し
い
食
生
活
や
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
方
法
を
み
な
さ
ん
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

六
月
二
十
三
日
～
二
十
九
日
は

　
　「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

“
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、

　
　
　
　
　
未
来
を
拓
こ
う
”

（
平
成
二
十
三
年
度
内
閣
府
募
集
最
優
秀
標
語
）

男
性
に
と
っ
て
の

　
　
男
女
共
同
参
画
っ
て
？

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
課
題
を
「
女

性
の
問
題
」と
し
て
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
男
性
は
自
分
に
は
関
係
な
い

と
考
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ほ
か
の
先
進
国
に
比
べ
、
日
本
は
男
女

共
同
参
画
が
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
男
性
は
仕
事
」

「
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
学
者
は
、『
一
九
七
〇
年
代
以
後
、

急
速
に
拡
大
し
た
「
男
性
は
長
時
間
労
働
、

女
性
は
家
事
・
育
児
（
さ
ら
に
パ
ー
ト
労

働
）」
と
い
う
仕
組
み
は
、
日
本
の
経
済
成

長
を
支
え
る
一
方
で
、
家
庭
や
地
域
か
ら

男
性
の
居
場
所
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
』
と

言
及
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
仕
事
に
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
家
族
・
地
域
の
人
間
関
係
が
希

薄
化
し
、
さ
ら
に
は
過
労
死
や
自
殺
死
亡

者
率
の
上
昇
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

本
来
、
男
女
共
同
参
画
と
は
、
女
性
だ

け
で
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い

社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
男
女
が
と
も

に
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会
を
目
指

し
て
、
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
、
男
性
が

育
児
・
介
護
、
地
域
活
動
に
参
画
で
き
る

環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
第
三
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

重
点
分
野
の
一
つ
と
し
て
「
男
性
、
子
ど

も
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
」
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
二
十
年
四
月
に
赤
磐
市

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行
し
、
男

性
と
女
性
が
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10:00～18:00
　（中央図書館のみ木曜日は

20:00まで開館）
★図書館休館日
　毎週月曜日
　館内整理日（12月を除く毎

月最終金曜日）
　年末年始（12/28～1/4）
　特別整理期間
★はじめて本をかりる時はカ

ウンターで「利用者カード」
を作ってください。

　免許証、健康保険証、生徒手
帳など住所、氏名が確認で
きるものをお持ちください。

※市内に在勤・在学の人は勤務
先・通学先のわかるものが必要
です。

※小学生以下は、保護者が申請し
てください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

利用案内
6月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話のかけ間違いが多
発しています。番号をお
確かめになって、おかけ
ください。

■日　時／6月18日㈯ 14：00～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容／『紙屋悦子の青春』（111分）
　時代は終戦間際、片田舎に住む紙屋悦子に

縁談がくる。しかし悦子は、彼の親友と密か
に心を寄せ合っていたのだった。名匠・黒木
和雄監督の遺作で、戦闘機も戦闘シーンも
無い戦争映画。出演／原田知世、永瀬正敏

きらり☆しあたー：おとな版

〈児童書〉
『駅の大図鑑』
 ◦川島　令三／監修
 ◦ＰＨＰ研究所／出版

『菜の子先生の校外パトロール』
 ◦富安　陽子／作
 ◦YUJI／画
 ◦福音館書店／出版

『うまれたよ！メダカ』
 ◦松沢　陽士／写真
 ◦小杉　みのり／文
 ◦岩崎書店/出版

『うさぎは食べごろ』
 ◦きむら　ゆういち／作
 ◦講談社／出版

〈一般書〉
『ようこそ、絵本館へ』
 ◦あさの　あつこ／著
 ◦文藝春秋／出版

『雅楽を聴く』
 ◦寺内　直子／著
 ◦岩波書店／出版

『大人のやりなおし中学地学』
 ◦左巻　健男／著
 ◦ソフトバンク クリエイティブ／出版

『頭のよい子の家にある「もの」』
 ◦四十万　靖／著
 ◦講談社／出版

おすすめの本紹介

　天体観測って聞くと「なんだか難しそう」と
思いませんか？竜天天文台の指導員の辰巳
直人さんが星空や宇宙の不思議・気軽な星
空ウォッチングの方法についてわかりやすく
お話しします。
■日　時／6月２5日㈯ １４：００～15：00
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■対　象／小学生～一般
■申し込み／不要　　■参加費／無料
■今月のテーマ／「惑星のはなし」
　　惑星とはどんな星のこと？冥王星が惑星

からはずれたのはなぜ？など、地球の周り
にある惑星について、分かりやすくお話し
します。

やさしい天体観察講座

「見上げてみよう星空を」

☆絵本読みきかせ基本編
　どんな絵本を選んだらいいの？どんなふう
に読んだらいいの？など、おはなし会で子ど
もたちに絵本を読むのは初めてという人、わ
が子に何を読んであげようかと迷っている若
いお父さんお母さんもご参加ください。
■日　時／6月29日㈬ 10：30～12：00
■参加費／無料

☆絵本読みきかせ実践編
　発声練習や絵本の持ち方、おはなし会の組
み立て方など、実技指導を交えて、実践に向
けて技術を磨きます。経験はあるけれど、しっ
かりおさらいをしておきたいという人におす
すめです。
■日　時／第1回…7月6日㈬ 10：30～12：00
　　　　　第2回…7月13日㈬ 10：30～12：00
　※全2回受講可能の人に限ります。
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■講　師／延藤　好英さん
　～講師プロフィール～　　　　
　　和気町内を中心に、保育園、幼稚園、小

学校でおはなし会を開催。また公共図書館
での絵本講座や、子育てに関する講演を行
うなど、幅広く活動しています。

■定　員／各20人　　■参加費／無料
※6月22日㈬までに中央図書館へお申し込

みください。

絵本の読み聞かせ講座受講者募集！

　中央図書館は、間もなく平成２０年６月６日新館
開館以来３周年を迎えます。赤坂・熊山・吉井図
書館も含め、平成２２年度の個人貸し出しの状況
は表のとおりです。
　みなさん、図書館をお気軽にご利用ください。

図書館名 貸出者数
（人）

貸出冊数
（冊）

入館者数
（人）

中　央 98,014 410,571 167,419
赤　坂 6,652 28,009 9,342
熊　山 5,972 29,872 9,650
吉　井 7,545 37,460 16,677
合　計 118,183 505,912 203,088

平成22年度の図書館は…
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6
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
6月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う
　

◦
市

県
民

税
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
　

◦
国

民
健

康
保

険
税

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
　

◦
介

護
保

険
料

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
6月

30日
ま

で
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

●
胃

が
ん

検
診〔

赤
坂

地
域

〕
●

子
宮

が
ん

検
診〔

吉
井

地
域

〕
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

1
0
:0

0～
1
5
:0

0
　（

山
陽

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕相

談
　

1
0：0

0～
1
2：0

0
　

(熊
山

支
所

2
階

第
１

会
議

室
）

　
1
0：0

0～
1
5：0

0
　（

吉
井

会
館

農
事

実
習

室
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
8・

1
5・

2
2・

2
9日

も
開

催
〕

　
1
0：3

0～（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕
●

お
は

な
し

だ
い

す
き

☆
　

え
ほ

ん
と

い
っ

し
ょ

　〔
9･16･23・30・7月

7日
も

開
催

〕
　

11：00～（
吉

井
図

書
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
13：00～

16：00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

10:00～
12:00

　（
熊

山
支

所
2階

第
１

会
議

室
）

●
藤

田
桜

絵
本

原
画

展
　〔

～
6/9〕 ※

6/6㈪
は

休
館

　
 （

中
央

図
書

館
多

目
的

ホ
ー

ル
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

11・18・25日
、7月

2日
も

開
催

〕
　

10:30～（
中

央
図

書
館

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

11・25日
、7月

2日
も

開
催

〕
　

11：00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

藤
田

桜
絵

本
原

画
展

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

ト
ー

ク
　

14:00～
　（

中
央

図
書

館
多

目
的

ホ
ー

ル
）

●
無

料
観

望
会

　
19:00～

21:30
　（

竜
天

天
文

台
公

園
）

●
お

は
な

し
か

い
　

14:00～
14：30

　（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕

●
消

費
生

活
相

談
　

13:30～
15:30

　（
赤

坂
支

所
別

館
2階

第
2会

議
室

）
●

胃
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
　〔

22日
も

開
催

〕
　

11：00～
12：00

　（
赤

坂
図

書
館

）
●

2歳
６

か
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽・熊
山

地
域

〕

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
●

乳
児

健
康

診
査・育

児
相

談
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
吉

井
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
子

宮
が

ん
検

診
　

受
付

時
間

10：00～
11：00

　（
吉

井
会

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
健

康
相

談〔
山

陽
地

域
〕

　
13:30～

14:30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00
　（

熊
山

図
書

館
）

●
行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
仁

美
農

村
振

興
セ

ン
タ

ー
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
吉

井
地

域
〕

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
巡

回
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

10:00～
15:00

　（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～
11:30

　（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

5月
16日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽・熊
山

地
域

〕
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
●

消
費

生
活

相
談

　
10:00～

16:00
　（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕

●
交

通
安

全
日

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
や

さ
し

い
天

体
観

察
講

座
　

14:00～
15：00

　（
中

央
図

書
館

）

●
定

期
救

急
講

習
　

9:00～
12:00

　（
赤

磐
市

消
防

署
北

出
張

所
会

議
室

）
●

子
宮

が
ん

検
診

　
受

付
時

間
10：00～

11：00
　

13：00～
14：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
熊

山
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

6
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

■
施
設
紹
介

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ンドゴ

ル
フ
場

　
平

成
19年

5月
オ

ー
プ

ン
。充

実
し

た
管

理
は

県
内

で
も

屈
指

。県
内

外
か

ら
多

数
の

お
客

さ
ん

に
ご

利
用

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
グ

ラ
ウ

ン
ド・ゴ

ル
フ

は「
ル

ー
ル

が
簡

単
」

「
高

度
な

技
術

は
必

要
な

し
」「

個
人

で
も

お
友

だ
ち

と
で

も
楽

し
め

る
」ス

ポ
ー

ツ
で

す
。

ぜ
ひ

ご
利

用
く

だ
さ

い
。ク

ラ
ブ・ボ

ー
ル

の
無

料
貸

し
出

し
も

あ
り

ま
す

。
■

ご
利

用
料

金
　

市
内

300円
／

市
外

500円
■

ご
利

用
時

間
◦

4月
～

9月
…

8:30～
18:30

◦
10月

～
3月

…
8:30～

16:30
■

休
業

日
　

毎
週

月
曜

日・12/29～
1/3

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日

★
休館日

屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

954-2032
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
さ

く
ら

整
形

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
995-9720

石
原

医
院

 ☎
952-0162

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
086-229-2611

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
う

え
お

か
内

科
医

院
　

☎
952-5665

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ま

す
だ

眼
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
958-5558

㊩
景

山
医

院
 ☎

995-2299
鈴

木
医

院
 ☎

952-0205
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18

19
20

21
22

23
24

25

26
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28
29

30
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6
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
6月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う
　

◦
市

県
民

税
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
　

◦
国

民
健

康
保

険
税

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
　

◦
介

護
保

険
料

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1期
6月

30日
ま

で
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

●
胃

が
ん

検
診〔

赤
坂

地
域

〕
●

子
宮

が
ん

検
診〔

吉
井

地
域

〕
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

1
0
:0

0～
1
5
:0

0
　（

山
陽

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕相

談
　

1
0：0

0～
1
2：0

0
　

(熊
山

支
所

2
階

第
１

会
議

室
）

　
1
0：0

0～
1
5：0

0
　（

吉
井

会
館

農
事

実
習

室
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
8・

1
5・

2
2・

2
9日

も
開

催
〕

　
1
0：3

0～（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕
●

お
は

な
し

だ
い

す
き

☆
　

え
ほ

ん
と

い
っ

し
ょ

　〔
9･16･23・30・7月

7日
も

開
催

〕
　

11：00～（
吉

井
図

書
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
13：00～

16：00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

10:00～
12:00

　（
熊

山
支

所
2階

第
１

会
議

室
）

●
藤

田
桜

絵
本

原
画

展
　〔

～
6/9〕 ※

6/6㈪
は

休
館

　
 （

中
央

図
書

館
多

目
的

ホ
ー

ル
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

11・18・25日
、7月

2日
も

開
催

〕
　

10:30～（
中

央
図

書
館

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

11・25日
、7月

2日
も

開
催

〕
　

11：00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

藤
田

桜
絵

本
原

画
展

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

ト
ー

ク
　

14:00～
　（

中
央

図
書

館
多

目
的

ホ
ー

ル
）

●
無

料
観

望
会

　
19:00～

21:30
　（

竜
天

天
文

台
公

園
）

●
お

は
な

し
か

い
　

14:00～
14：30

　（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

熊
山

地
域

〕

●
消

費
生

活
相

談
　

13:30～
15:30

　（
赤

坂
支

所
別

館
2階

第
2会

議
室

）
●

胃
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
　〔

22日
も

開
催

〕
　

11：00～
12：00

　（
赤

坂
図

書
館

）
●

2歳
６

か
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽・熊
山

地
域

〕

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
●

乳
児

健
康

診
査・育

児
相

談
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
吉

井
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
子

宮
が

ん
検

診
　

受
付

時
間

10：00～
11：00

　（
吉

井
会

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
健

康
相

談〔
山

陽
地

域
〕

　
13:30～

14:30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00
　（

熊
山

図
書

館
）

●
行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
仁

美
農

村
振

興
セ

ン
タ

ー
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
吉

井
地

域
〕

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
巡

回
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

10:00～
15:00

　（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～
11:30

　（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

5月
16日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽・熊
山

地
域

〕
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
●

消
費

生
活

相
談

　
10:00～

16:00
　（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

子
宮

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕

●
交

通
安

全
日

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
や

さ
し

い
天

体
観

察
講

座
　

14:00～
15：00

　（
中

央
図

書
館

）

●
定

期
救

急
講

習
　

9:00～
12:00

　（
赤

磐
市

消
防

署
北

出
張

所
会

議
室

）
●

子
宮

が
ん

検
診

　
受

付
時

間
10：00～

11：00
　

13：00～
14：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
子

宮
が

ん
検

診〔
熊

山
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
山

陽
地

域
〕

●
子

宮
が

ん
検

診〔
赤

坂
地

域
〕

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

6
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

■
施
設
紹
介

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ンドゴ

ル
フ
場

　
平

成
19年

5月
オ

ー
プ

ン
。充

実
し

た
管

理
は

県
内

で
も

屈
指

。県
内

外
か

ら
多

数
の

お
客

さ
ん

に
ご

利
用

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
グ

ラ
ウ

ン
ド・ゴ

ル
フ

は「
ル

ー
ル

が
簡

単
」

「
高

度
な

技
術

は
必

要
な

し
」「

個
人

で
も

お
友

だ
ち

と
で

も
楽

し
め

る
」ス

ポ
ー

ツ
で

す
。

ぜ
ひ

ご
利

用
く

だ
さ

い
。ク

ラ
ブ・ボ

ー
ル

の
無

料
貸

し
出

し
も

あ
り

ま
す

。
■

ご
利

用
料

金
　

市
内

300円
／

市
外

500円
■

ご
利

用
時

間
◦

4月
～

9月
…

8:30～
18:30

◦
10月

～
3月

…
8:30～

16:30
■

休
業

日
　

毎
週

月
曜

日・12/29～
1/3

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日

★
休館日

屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

954-2032
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
さ

く
ら

整
形

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
995-9720

石
原

医
院

 ☎
952-0162

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
086-229-2611

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
う

え
お

か
内

科
医

院
　

☎
952-5665

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ま

す
だ

眼
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
958-5558

㊩
景

山
医

院
 ☎

995-2299
鈴

木
医

院
 ☎

952-0205
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29

30
7/1

7/2



情報ボックス内でお知らせす
る市役所関係の電話番号は下
記のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕☎955-1111
◦税務課市民税係
　☎955-0951
◦市民課国保年金係
　☎955-1113
◦協働推進室
　☎955-4783
◦環境課
　☎955-5347
◦健康増進課　　　　　
　☎955-1117
◦介護保険課介護保険係
　☎955-1116
◦社会福祉課社会福祉係・子育て支援係
　☎955-1115
◦下水道課
　☎955-2942
〔教育委員会〕☎955-2244
◦学校教育課
　☎955-0972
◦社会教育課
　☎955-0783
◦教育委員会熊山分室（熊山公民館）
　☎995-1360
〔赤坂支所代表〕☎957-2222
◦市民生活課　　　
　☎957-4821
◦健康福祉課　　　
　☎957-4822
〔熊山支所代表〕☎995-1211
◦市民生活課
　☎995-1214
◦健康福祉課
　☎995-1293
〔吉井支所代表〕☎954-1111
◦市民生活課
　☎954-1183
◦健康福祉課
　☎954-1374
◦産業建設課
　☎954-1319
◦竜天天文台
　☎958-2321
〔消防本部〕☎955-2244
◦警防課救急係
　☎955-2254

表①　肝炎ウイルス検診節目年齢対象者（年齢は平成23年4月1日現在）
年齢 生年月日
40歳 昭和45（1970）年4月2日～昭和46（1971）年4月1日
45歳 昭和40（1965）年4月2日～昭和41（1966）年4月1日
50歳 昭和35（1960）年4月2日～昭和36（1961）年4月1日
55歳 昭和30（1955）年4月2日～昭和31（1956）年4月1日
60歳 昭和25（1950）年4月2日～昭和26（1951）年4月1日
65歳 昭和20（1945）年4月2日～昭和21（1946）年4月1日
70歳 昭和15（1940）年4月2日～昭和16（1941）年4月1日
75歳 昭和10（1935）年4月2日～昭和11（1936）年4月1日

表②　肝炎ウイルス検診自己負担額
Ｂ･Ｃ型 Ｃ型のみ Ｂ型のみ

集団検診 600円 500円 100円

個
別
検
診

肝炎ウイ
ルス検診
のみ

2,000円 1,700円 1,400円

※赤磐市
特定健康
診査と同
時実施

1,300円 1,000円 800円

※赤磐市特定健康診査は 7 月～ 12 月

　

わ
が
国
で
は
、
昭
和
四
十
五

年
以
降
、
肝
臓
が
ん
の
死
亡
者

が
急
増
し
、
平
成
七
年
以
降
は

横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肝

臓
が
ん
の
原
因
の
多
く
は
、
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
で
す
。
早
期
発
見
し
、
医

療
機
関
で
専
門
医
に
よ
り
定
期

検
査
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
で
は
以
前
か
ら
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
、
よ
り
受
診
促
進
を
図

る
よ
う
国
の
対
策
が
出
さ
れ
、

節
目
年
齢
の
人
は
無
料
で
受
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

節
目
年
齢
対
象
者
（
表
①
）

で
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

に
は
検
診
の
ご
案
内
と
問
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

無
く
、
受
診
希
望
の
人
は
、
検

診
担
当
課
の
窓
口
で
問
診
票
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
）
。

対
象
者　

四
十
歳
以
上
七
十
五

歳
以
下
で
こ
れ
ま
で
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人

持
参
品　

問
診
票

検
診
内
容　

血
液
検
査

料　

金　

節
目
年
齢
対
象
者
以

外
は
表
②
を
参
照
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
・
場
所

○
集
団
検
診
／
十
月
～
十
一
月

　

特
定
健
診
と
同
じ
日
程
・
場

所

○
個
別
検
診
／
六
月
～
十
二
月

　

実
施
医
療
機
関
は
広
報
七
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

女
性
特
有
の
が
ん
の
中
で
、

圧
倒
的
に
多
い
の
が
「
子
宮
が

ん
」
「
乳
が
ん
」
で
す
。
ど
ち

ら
の
が
ん
も
、
早
期
に
発
見
す

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
る
が
ん
で

す
。
自
覚
症
状
が
少
な
い
の
が

難
点
な
の
で
、
定
期
検
診
が
有

効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
検
診
対
象
者
に
は
、
受

診
票
兼
問
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
診
票
兼
問
診
票
が
な
い
人
は
、

検
診
担
当
課
の
窓
口
で
交
付
し

ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ

い
（
た
だ
し
、
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
）
。

　

現
在
国
は
が
ん
検
診
推
進
事

業
を
進
め
て
お
り
、
表
①
②
の

対
象
年
齢
の
女
性
は
無
料
で
市

が
実
施
す
る
「
子
宮
が
ん
検

診
」
「
乳
が
ん
検
診
」
を
受
診

で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
市
か

ら
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
子
宮
が
ん
検
診

対　

象　

二
十
歳
以
上
の
女
性

持
参
品　

受
診
票
兼
問
診
票
、

健
康
手
帳

※
今
年
度
は
日
曜
検
診
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表①　女性特有のがん検診【子宮がん検診（頸がん）】
　　　の対象者 （年齢は平成 23 年 4 月 1 日現在の年齢）
年齢 生年月日

20歳 平成 2（1990）年4月2日～平成 3（1991）年4月1日

25歳 昭和60（1985）年4月2日～昭和61（1986）年4月1日

30歳 昭和55（1980）年4月2日～昭和56（1981）年4月1日

35歳 昭和50（1975）年4月2日～昭和51（1976）年4月1日

40歳 昭和45（1970）年4月2日～昭和46（1971）年4月1日

表②　女性特有のがん検診【乳がん検診】の対象者
　　　（年齢は平成23年4月1日現在の年齢）
年齢 生年月日

40歳 昭和45年（1970）4月2日～昭和46年（1971）4月1日

45歳 昭和40年（1965）4月2日～昭和41年（1966）4月1日

50歳 昭和35年（1960）4月2日～昭和36年（1961）4月1日

55歳 昭和30年（1955）4月2日～昭和31年（1956）4月1日

60歳 昭和25年（1950）4月2日～昭和26年（1951）4月1日

表③ ■乳がん検診（視触診【個別】）医療機関一覧表
医　院　名 電　話 住　所 検　診　時　間 予　約

石原医院 952-0162 岡山市東区
瀬戸町瀬戸77

月・火・水・金曜日／8：30～12：30、15：00～17：00　
木・土曜日／8：30～12：30 要

岩藤胃腸科・外科・
歯科クリニック 952-1166 岡山市東区

瀬戸町沖343
月曜日／9：00～12：30、17：00～19：00
火・木・土曜日／9：00～12：30、15：00～19：00
金曜日／9：00～12：30

不要

越宗医院 957-3035 西窪田523-1 月・土曜日／9：00～12：00、16：00～18：00　
火・木曜日／9：00～12：00 要

道満医院 957-2111 町苅田920 平日／9：00～12：30、15：00～18：30（但し木曜日午後は休診）
土曜日／9：00～12：30、14：00～16：00 不要

森医院 957-2400 惣分28
月・火・木・金曜日／8：00～12：30、17：30～18：30
水・土曜日／8：00～12：30
【仁美診療所】火・金曜日／13：30～16：00

不要

山本クリニック 955-8868 五日市245-4 平日／9：00～12：30、15：00～18：30
土曜日／9：00～12：30、15：00～18：00 不要

吉井医院 955-5515 山陽1-4-6 平日／ 9：00～12：00、14：30～18：00（但し木曜日午後は休診）
土曜日／9：00～12：30 不要

吉井外科医院 952-3331 岡山市東区
瀬戸町沖210

月・火・木・金曜日／9：00～12：00、14：00～18：00　
水・土曜日／9：00～12：30 不要

■乳がん検診（マンモグラフィ【個別】）医療機関一覧表

赤磐医師会病院 955-6688 下市187-1 月・火・木曜日／14：00～ 要
（人数制限あり）

■乳がん検診（視触診とマンモグラフィ併用【個別】）医療機関一覧表

赤磐医師会病院 955-6688 下市187-1 月・火・木曜日／9：00～
水・金曜日／ 9：00～、13：00～

要
（人数制限あり）

地域 実施日 受付時間 会　場 対象者

山陽
6月13日㈪、
9月22日㈭、
11月25日㈮

13:30～
14:30

山陽保健
センター 山陽地域

赤坂 11月2日㈬ 13:30～
14:30

赤坂健康管理
センター 赤坂地域

熊山 1月27日㈮ 9:30～
11:00

熊山保健福祉
総合センター
（ほほえみ）

熊山地域

吉井 11月29日㈫ 9:30～
11:00

吉井保健
センター 吉井地域

◆
乳
が
ん
検
診

◎
視
触
診
（
集
団
・
個
別
）

対　

象　

三
十
歳
以
上
の
女
性

持
参
品　

受
診
票
兼
問
診
票
、

健
康
手
帳

◎
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
集
団
・
個
別
）

対　

象　

四
十
歳
以
上
の
女
性

（
た
だ
し
、
市
の
乳
が
ん
検

診
〔
視
触
診
〕
を
今
年
度
受

診
し
た
人
）

持
参
品　

健
康
手
帳
、
市
の
乳

が
ん
検
診
〔
視
触
診
〕
に
受

診
済
み
の
領
収
印
あ
る
い
は

確
認
印
が
あ
る
も
の

◎
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

併
用
（
個
別
）

対　

象　

四
十
歳
以
上
の
女
性

持
参
品　

受
診
票
兼
問
診
票
、

健
康
手
帳

※
詳
し
い
日
程
・
実
施
期
間
・

料
金
は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
別
検
診
委
託
機
関
は
下
記

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

　　

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
つ
い
て

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
が
ん
検
診

や
健
康
診
査
の
結
果
な
ど
で
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内　

容　

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

持
参
品　

健
康
手
帳
、
健
康
診

査
の
結
果

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

健
康
相
談
（
健
康
一
般
・

心
の
健
康
）
の
お
知
ら
せ
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

母
親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
希
望
の
人
は
、
事
前
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時

①
七
月
一
日
㈮

②
七
月
十
五
日
㈮

　

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時

三
十
分
（
受
付
九
時
十
五
分

～
）

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容

①
講
話
と
座
談
会
（
妊
娠
中
・

お
産
・
産
後
の
こ
と
な
ど
）

　

講
師
／
助
産
院
ミ
ン
ト
ハ
ウ

ス
東
森
助
産
師　

東
森
二
三

子
先
生

②
お
産
・
育
児
に
向
け
て
（
保

健
師
と
共
に
）

　

栄
養
に
つ
い
て
（
栄
養
士
の

指
導
と
試
食
）

　

市
内
の
妊
婦
さ
ん
と
知
り
合

え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
託

児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

※
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

四
・
五
・
六
歳
児
（
平
成
十

七
年
四
月
二
日
～
平
成
十
九
年

七
月
三
十
一
日
生
ま
れ
）
を
対

象
に
幼
児
歯
科
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

四
歳
以
降
む
し
歯
が
急
激
に

増
加
し
ま
す
。
む
し
歯
を
予
防

す
る
た
め
に
、
歯
み
が
き
や
生

活
習
慣
に
つ
い
て
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

対
象
者
に
は
「
幼
児
歯
科
教

室
の
お
知
ら
せ
（
兼
申
込

書
）
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
お
住
ま
い
の
地
域
の

担
当
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

転
入
な
ど
で
案
内
チ
ラ
シ
が

届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

七
月
二
十
一
日
㈭

受
付
時
間　

午
前
九
時
三
十
分

～
十
時
、
午
後
一
時
～
一
時

三
十
分

※
午
前
・
午
後
各
一
回
の
受
け

付
け
と
な
り
ま
す
。

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

食
育
の
楽
し
い
人
形

劇
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
科

健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、
お
や

つ
相
談
・
試
食

申
込
締
め
切
り
日

　

六
月
三
十
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

※
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
お

願
い
し
ま
す
。

各
制
度
の
対
象
者

◆
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二

級
・
三
級
所
持
者
ま
た
は
知　

的
障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
六
十
五
歳
以
上
で
新

た
に
対
象
要
件
に
該
当
し
た
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

老
齢
福
祉
年
金
の
例
に
よ
る
所

得
制
限
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
制
度

　

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
母

子
・
父
子
な
ど
で
、
前
年
の
所

得
税
非
課
税
の
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

証
（
有
効
期
限
が
平
成
二
十

三
年
六
月
三
十
日
ま
で
）
を
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
二
十
三
年

七
月
一
日
以
降
該
当
の
人
に
は
、

六
月
下
旬
に
新
し
い
医
療
費
受

給
資
格
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
七
月
一
日
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
②
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
六

月
十
六
日
㈭
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
対
象
の
人
で
、
ま
だ
医
療
費

受
給
資
格
者
証
の
交
付
申
請

を
し
て
い
な
い
場
合

②
受
給
資
格
者
が
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
に
変
更
が
あ
り

ま
だ
変
更
の
届
け
出
を
し
て

い
な
い
場
合
。

③
受
給
資
格
者
と
同
じ
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
国

民
健
康
保
険
の
場
合
は
加
入

者
全
員
、
被
用
者
保
険
の
場

合
は
被
保
険
者
）
が
、
平
成

二
十
三
年
一
月
一
日
に
赤
磐

市
に
住
民
登
録
の
な
い
場
合
。

ま
た
住
民
登
録
は
し
て
い
る

が
他
市
町
村
で
住
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
受
給
資
格
者
の
「
医
療
保
険

証
の
写
し
」

※
受
給
資
格
者
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

加
入
者
全
員
の
「
医
療
保
険

証
の
写
し
」
が
必
要
で
す
。

○
印
鑑

○
③
に
該
当
す
る
人
の
「
平
成

二
十
三
年
度
所
得
課
税
証
明

書
」
た
だ
し
、
平
成
二
十
二

年
中
に
収
入
の
な
い
十
八
歳

未
満
の
人
は
省
略
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

○
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
・
子
育
て
支
援
係

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

母
親
学
級

心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新

幼
児
歯
科
教
室
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相

談

　

六
月
二
十
七
日
㈪
か
ら
七
月

三
日
㈰
ま
で
の
七
日
間
を
、
全

国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
一
一

〇
番
」
強
化
週
間
と
し
、
臨
時

回
線
を
増
設
し
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
七
時

※
土
・
日
は
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

相
談
担
当
者

○
子
ど
も
の
人
権
委
員

○
人
権
擁
護
委
員

電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
で
け
が
や
病
気
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
国
民
健
康
保
険
証
で

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
の
届
け
出
と
事
故
証
明
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負

担
す
る
の
が
原
則
の
た
め
、
あ

と
で
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し

た
医
療
費
を
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
人

で
引
き
続
き
希
望
さ
れ
る
人
も
、

七
月
か
ら
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課

○
各
支
所
市
民
生
活
課

相談内容 日 　　時 場　　所 問い合わせ先

【消費生活】

6月2日㈭、6日㈪、9日㈭、
13日㈪、16㈭、20日㈪、
23日㈭、27日㈪、30日㈭
午前10時～午後4時

本庁2階
消費生活相談室

本庁協働推進室
協働推進係

6月7日㈫
午後1時30分～3時30分

赤坂支所別館2階
第2会議室 赤坂支所市民生活課

【無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田哲也・賀川進太郎

6月3日㈮
午後1時～4時 山陽産業会館２階

ふるさと交流室
本庁協働推進室
人権・男女共同参画係7月1日㈮

午後1時～4時

【巡回無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士

6月17日㈮
午前10時～午後3時

熊山支所２階
第1会議室 熊山支所市民生活課

【なやみごと（人権）】
【行政】

6月1日㈬
午前10時～午後3時

山陽産業会館２階
ふるさと交流室

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

6月3日㈮
午前10時～正午

熊山支所2階
第1会議室 熊山支所市民生活課

7月1日㈮
午前10時～正午

熊山支所2階
第1会議室 熊山支所市民生活課

【なやみごと（人権）】

6月1日㈬
午前10時～正午

熊山支所2階
第1会議室 熊山支所市民生活課

6月1日㈬
午前10時～午後3時

吉井会館
農事実習室 吉井支所市民生活課

【行政】 6月15日㈬
午後1時～3時

仁美農村
振興センター 吉井支所市民生活課

【多重債務相談】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士
による電話相談として受け付けを行っています。

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を

国
保
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除･

猶
予
制
度
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

狂 犬 病予防注射（臨時注射）のお知らせ
狂犬病予防注射の臨時注射を次の日程により実施します。
生後91日以上で、まだ、注射されていない人や注射済票未交付の人はご利用ください。

登録料金　　　3，000円（生涯１回）
予防注射料金　2，800円（集合注射済票込み）
注射済票料金　 　550円（獣医師で狂犬病予防注射を受け、注射済証をもらった人）
※未注射の人にはハガキを送付しますので、当日は、ハガキを持ってきてください。
　注射済票のみの交付の人は注射済みがわかる証明書を持ってきてください。なお、

ハガキの到達前に手続き済みの場合は行き違いですのでご了承ください。

■下記動物病院では狂犬病予防注射済票を注射と同時に交付できます。
　◦山陽動物医療センター　☎９５５- １５４３
　◦ふじおか獣医科医院　　☎９５６- ０６５３
　◦桜が丘往診動物医院　　☎９５５- ２８１３
　◦ブレニー動物病院　　　☎９５８- ５５９０
　◦せと動物病院　　　　　☎９５２- ００１２
　◦備前動物病院　　　　　☎０８６９- ６６- ８５４１

■日程 ■各種料金
■時間・場所

6月19日㈰

犬 の 放 し 飼 い は や め ま し ょ う
放し飼いは近所の迷惑になるだけでなく、事故を引
き起こす原因になります。

時　　間 場　　　所
10:00 ～ 10:20 赤坂支所
10:40 ～ 11:00 仁掘出張所
11:20 ～ 11:40 吉井支所
13:00 ～ 13:20 熊山支所
13:50 ～ 14:10 桜が丘いきいき交流センター向かい

の空き地
14:30 ～ 14:50 山陽公民館
15:10 ～ 15:30 本庁

■問い合わせ先　本庁環境課・各支所市民生活課
※飼い犬が死亡したとき、行方不明になったときはこちらへご連絡をお願いします。

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
（
受
講
者
が
少

数
の
場
合
、
や
む
を
得
ず
中
止

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。

日　

時　

六
月
二
十
六
日
㈰

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
署
北
出

張
所
会
議
室

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日　

六
月
十
七
日
㈮

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

○
赤
磐
市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

赤
磐
市
の
成
人
式
を
、
平
成

二
十
四
年
一
月
八
日
㈰
、
午
前

十
一
時
か
ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
成
人
式
を
、
二
十
歳
を

迎
え
る
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
実

行
委
員
会
に
よ
り
実
施
し
た
い

と
考
え
、
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
人
生
の
大
き
な
節
目
と

な
る
二
十
歳
の
記
念
に
、
あ
な

た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
盛
り

込
ん
だ
「
成
人
式
づ
く
り
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
新
成
人
該
当
者
は
平

成
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
四

年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。

　

ま
た
、
市
外
へ
転
出
さ
れ
た

人
で
赤
磐
市
の
成
人
式
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日

　

七
月
二
十
九
日
㈮

募
集
人
員　

二
十
人
程
度

申
し
込
み
先

○
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

永
瀬
清
子
の
ふ
る
さ
と
赤
磐

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
詩
を
募

集
し
ま
す
。

◆
応
募
規
定

資　

格　
岡
山
県
内
の
小
中
学
生

部　

門

○
小
学
校
低
学
年
の
部
（
一
～

三
年
生
）

○
小
学
校
高
学
年
の
部
（
四
～

六
年
生
）

○
中
学
生
の
部

　

応
募
作
品
は
自
由
詩
で
、
未

発
表
の
本
人
の
作
品
に
限
り
ま

す
。
作
品
は
一
人
一
点
で
、
四

百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

で
縦
書
き
。
必
ず
「
題
名
」
と

「
氏
名
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
所
定
の
応
募
用
紙
を
添
付

す
る
か
作
品
の
裏
に
作
者
の
①

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③

電
話
番
号
④
学
校
名
・
学
年
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

六
月
一
日
～
九
月

三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
・
表
彰

　

発
表
は
、
入
賞
者
へ
の
通
知

を
も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。
表

彰
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
中

旬
の
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
会
場
で
行
い
ま
す
。

○
優
秀
賞
（
各
部
門
各
一
篇
）

○
佳
作
（
各
部
門
各
二
篇
程
度
）

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

一
生
に
一
度
の
思
い
出
づ
く
り
を
！

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

「
第
九
回
永
瀬
清
子
賞
」

詩
作
品
募
集

募
　
　
集
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
奨
励
賞
（
各
部
門
各
一
篇
程
度
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

○
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
内

「
永
瀬
清
子
賞
」
係

　

和
気
町
・
赤
磐
市
合
同
結
婚

推
進
協
議
会
で
は
、
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

出
会
い
を
求
め
て
い
る
男
女
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

七
月
三
十
一
日
㈰

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場　

所　

ド
イ
ツ
の
森

募
集
定
員　

独
身
の
男
女
各
二

十
人
（
男
性
は
赤
磐
市
ま
た

は
和
気
町
在
住
か
在
勤
者
に

限
る
）

参
加
費　
二
千
円
（
当
日
払
い
）

申
込
締
め
切
り
日　

七
月
八
日
㈮

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
選
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

「
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
連
絡
先
」
を
明
記

し
、
封
書
（
メ
ー
ル
可
）
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
係

　

〒
７
０
１-

２
５
９
５

　

赤
磐
市
周
匝
一
三
六

　

E
-m

ail　

y-san
gyo@

city.akaiw
a.lg.jp

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る

介
護
職
を
募
集
し
ま
す
。
働
き

な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級

の
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

（
費
用
は
雇
用
主
が
負
担
し
ま

す
）
。

対
象
者　

未
就
職
者
で
雇
用
期

間
内
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
二
級
課
程
を
受
講
す

る
意
欲
の
あ
る
人

雇
用
期
間　

七
月
一
日
～
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

試
験
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出

申
込
締
め
切
り
日

　

六
月
十
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
井

川
荘
職
員
採
用
係

　

〒
７
０
８
‐１
５
２
３

　
久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
八
三
八

　

☎
０
８
６
８
（
６
２
）
１
２
７
７

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど

に
つ
い
て
の
必
要
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
で
地
域
の

介
護
力
を
上
げ
、
現
在
の
社
会

情
勢
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
行
う
同
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

全
科
目
を
受
講
す
る
と
、
介

護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
二

級
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

期　

間　

八
月
四
日
㈭
～
十
一

月
三
十
日
㈬

研
修
方
法

○
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
演
習
）
七

日
間

○
通
信
講
座
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト

提
出

○
現
場
実
習
四
日
間

受
講
資
格

○
市
内
在
住
の
人

○
あ
か
い
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
福
祉
事

業
に
協
力
い
た
だ
け
る
人

○
市
内
の
介
護
施
設
な
ど
で
就

職
を
希
望
す
る
人

○
研
修
日
程
を
全
て
受
講
可
能

な
人

○
心
身
と
も
に
健
康
で
、
福
祉

に
関
心
と
理
解
の
あ
る
人

○
お
お
む
ね
五
十
五
歳
ま
で
の
人

受
講
定
員　

二
十
人

受
講
料　

一
人
あ
た
り
三
万
円

（
教
材
費
込
み
）

申
込
締
め
切
り
日

　

七
月
八
日
㈮

申
し
込
み
方
法

　

赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
各

事
業
所
に
あ
る
「
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
限
厳

守
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
し
込
み
が
定
員
を
上

回
る
場
合
は
、
地
域
割
を
考

慮
し
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
結
果
は
、
七
月
十
五
日

㈮
ご
ろ
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

そ
の
際
に
受
講
料
の
支
払
い

方
法
も
合
わ
せ
て
ご
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

〒
７
０
９-

０
８
２
１

　

赤
磐
市
河
本
七
七
八
ノ
一

　

☎
（
９
５
６
）
５
７
７
７

　

岡
山
河
川
事
務
所
で
は
、
河

川
整
備
な
ど
地
域
要
望
の
把
握
、

河
川
愛
護
の
普
及
や
河
川
の
適

正
な
維
持
管
理
と
、
地
域
と
河

川
管
理
者
の
連
携
を
深
め
る
た

め
に
、
河
川
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

河
川
（
吉
井
川
、

金
剛
川
、
旭
川
、
百
間
川
、

高
梁
川
、
小
田
川
）
に
接
す

る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護

に
関
心
の
あ
る
人

任　

期　

七
月
一
日
～
平
成
二

十
四
年
六
月
三
十
日

募
集
期
限　

六
月
十
五
日
㈬

応
募
方
法

　

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
c

g
r.

m
lit

.
g

o
.

jp
/

okakaw
a/

）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課

　

〒
７
０
０-

０
９
１
４

　
岡
山
市
北
区
鹿
田
町
二
ノ
四
ノ
三
六

　

☎
０
８
６
（
２
２
３
）
５
１
９
３

　

FAX
０
８
６
（
２
３
２
）
４
１
９
５

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

吉
井
川
荘
臨
時
職
員
募
集

介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

二
級
養
成
講
座
受
講
生
募
集

岡
山
河
川
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
や
、
短
期
入
所
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
し
て

い
る
人
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
食
費
・
居
住
費
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
、
軽
減
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
は
更
新
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
六
月
中

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
施
設
入
所
中
の
人
に
は
基
本

的
に
施
設
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

○
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

○
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
証

は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十

日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
更
新
手
続
き
の
ご
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
案
内
に
従
い
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
す
る
人

◆
県
制
度

　

昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日
以

前
生
ま
れ
（
た
だ
し
七
十
歳
未

満
）
で
寝
た
き
り
（
※
）
ま
た

は
一
人
暮
ら
し
の
人
（
※
※
）

※
六
カ
月
以
上
常
時
寝
た
き
り
で
、

日
常
生
活
を
営
む
の
に
他
人
の

介
護
を
必
要
と
す
る
人

※
※
世
帯
分
離
（
同
一
敷
地
内

で
家
族
と
別
居
）
し
て
い
た

り
、
市
内
に
家
族
が
い
た
り

す
る
場
合
は
非
該
当

◆
市
制
度

　

昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日

以
前
生
ま
れ
（
た
だ
し
七
十
歳

未
満
）
で
身
体
障
害
者
手
帳
四

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

教
科
書
の
調
査
・
研
究
の
た

め
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
教

科
書
お
よ
び
教
科
書
採
択
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
教
育
委
員
会
で
は
教

科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い

る
教
科
書
に
加
え
て
高
等
学
校

で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
な

ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

六
月
十
七
日
㈮
～
七

月
二
日
㈯

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
た
だ
し
水
曜
日
を
除
く

場　

所　

熊
山
公
民
館
（
旭
東

教
科
書
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先 

○
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

○
熊
山
公
民
館

◆
接
続
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

　

六
月
一
日
㈬
よ
り
供
用
開
始

か
ら
三
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
さ
れ
た
人
が
奨
励
金
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

受
益
者
分
担
金
を
期

限
内
に
納
入
し
、
平
成
二
十

年
六
月
一
日
以
降
に
供
用
開

始
と
な
っ
た
人

奨
励
金　

供
用
開
始
か
ら
一
年

以
内
に
下
水
道
に
接
続
し
た

場
合
四
万
五
千
円
、
二
年
以

内
三
万
円
、
三
年
以
内
一
万

五
千
円

◆
供
用
開
始
地
区
に
つ
い
て

　

山
陽
地
域
で
新
た
に
下
水
道

が
使
用
で
き
る
地
区
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

供
用
開
始
日　

六
月
一
日
㈬

供
用
開
始
区
域　
岩
田
・
熊
崎
・

沼
田
・
日
古
木
・
二
井
・
高

屋
・
上
市
・
鴨
前
地
区
の
一
部

　

供
用
開
始
が
告
示
さ
れ
た
区

域
で
は
、
赤
磐
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
、
速
や

か
に
下
水
道
接
続
を
行
う
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
下
水
道
課

　

毎
月
十
日
を
「
岡
山
県
統
一

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
定
め
、

買
い
物
の
と
き
に
「
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
受
け

取
ら
な
い
よ
う
に
す
る
運
動
」

を
全
県
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
の
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
な
ど
し
て
、
レ
ジ

袋
の
受
け
取
り
を
断
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
環
境
課

　

六
月
十
六
日
㈭
の
午
前
三
時

二
十
二
分
ご
ろ
、
満
月
が
欠
け

始
め
、
四
時
二
十
二
分
に
月
面

が
赤
銅
色
に
な
る
、
「
皆
既
月

食
」
が
始
ま
り
ま
す
が
、
す
で

に
西
空
低
く
に
あ
り
、
そ
の
ま

ま
地
平
線
へ
沈
ん
で
い
く
の
が

見
え
ま
す
。

　

月
が
沈
む
時
刻
は
観
測
す
る

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

欠
け
初
め
や
皆
既
月
食
の
始
ま

り
の
時
刻
は
日
本
全
国
で
同
じ

で
す
。 

　

市
街
地
で
も
十
分
見
え
る
の

で
、
西
空
の
ひ
ら
け
た
所
や
西

向
き
の
窓
か
ら
観
察
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
欠
け
始
め
る
前
か
ら

す
で
に
月
面
が
薄
暗
い
と
感
じ

お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
施
設
利
用
の

食
費
・
居
住
費
の
軽
減

岡
山
県
老
人
医
療
費
制
度

受
給
資
格
証
の
更
新

平
成
二
十
三
年
度

教
科
書
展
示
会
開
催

接
続
奨
励
金
制
度
・

供
用
開
始
地
区
の
お
知
ら
せ

岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

早
朝
の
皆
既
月
食
を
見
よ
う
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
半は

ん
え
い影

月
食
と
い
う
現
象
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
竜
天
天
文
台

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
年
税
額
を
八
期
に
分
け
て

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
方

法
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
方
法

と
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
先
の
年
末
調
整

や
申
告
で
確
定
し
た
平
成
二
十

二
年
分
の
所
得
を
も
と
に
税
額

を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
所
得
が
確
定
し
、
税

額
が
正
式
に
決
定
し
ま
す
の
で
、

そ
の
後
、
通
知
書
を
六
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
。

　

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
に
は
、

本
年
度
も
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

税

国
民
健
康
保
険
税

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（1）

0
（2）

0
（1）

0
（4）

0
（8）

5
（38）

49
（184）

18
（55）

14
（56）

86
（333）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（1）

0
（0）

0
（1）

4
（11）

19
（78）

2
（14）

1
（15）

26
（118）

北出
張所

2
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

2
（3）

4
（7）

12
（50）

11
（24）

3
（7）

30
（88）

計 2
（3）

0
（2）

0
（2）

0
（5）

2
（12）

13
（56）

80
（312）

31
（93）

18
（78）

142
（539）

■平成23年赤磐市火災・救急発生状況（4月）

※（　）は平成23年の累計 〜 つうがくろ なれたみちでも きをつけて  〜

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

23年4月中 86 25 0 1 29 61 

22年4月中 91 23 1 3 30 68 

増        減 -5 2 -1 -2 -1 -7 

23年4月末 357 100 2 10 132 257 

22年4月末 345 103 1 8 138 242 

増        減 12 -3 1 2 -6 15 

■平成23年赤磐市交通事故発生状況（4月） 赤磐警察署調べ

平成２３年度 市県民税（住民税）のお知らせ平成23年度  市県民税（住民税）のお知らせ
　６月は、平成23年度市県民税（住民税）の当初課税月です。
　個人の市県民税（住民税）は、平成23年１月１日時点で市内に住所の
あった人が課税の対象となります。納付方法には、｢給与からの特別徴
収」、｢公的年金からの特別徴収｣、自分で納める｢普通徴収｣の３通りが
あります。
　先の年末調整や申告で確定した平成22年中の所得をもとに税額を算
定しています。
　住民の皆さんには、本年度も納付のご協力をよろしくお願いします。

（※なお、市県民税の「給与からの特別徴収」の納税通知書は各事業所に
一括送付しています。「普通徴収」「公的年金からの特別徴収」の納税通
知書は、６月中旬に発送します）

平成２３年度 所得証明書・市県民税課税証明書の交付は

６月１日（水）からです！
　平成２３年度の所得証明書や市県民税課税証明書は、それぞれ「平成
２２年中の所得」や「平成22年中の所得をもとに課税した市県民税額」を
証明したものです。
　証明書の交付を受けるときは、｢年分｣や「年度」に十分ご注意ください！
　また、『所得証明書』や『市県民税課税証明書』に、「課税台帳に記載さ
れていません」という表記がなされることがありますが、これは、税務課
に所得データがないことを表すもので、「所得が０円です」あるいは「住民
税は非課税です」ということを証明するものではありません。よって、提
出先によっては通用しない場合があります。このような場合は、所得の
ないことを「住民税申告」してください。
　なお、交付の申請にお越しの際は、身分証明書（運転免許証、健康保
険証など）を必ずお持ちください。

　魅力ある「まちづくり」を目指し、「赤磐市協働のまちづ
くり塾（３期生）」を募集します。1期・2期からステップアッ
プし、協働のまちづくりに必須の具体的なスキルを身に
つけていく研修です。“楽しい会議による協働のまちづ
くり”に参加してみませんか？

地域主権のインフラづくりを目指す
～楽しい会議による協働のまちづくり～

※開催日・開催時間・内容は変更になる場合があります。

定員：30人（定員になり次第締め切り）
講師：会議ファシリテーター普及協会（ＭＦＡ）　
　　  代表  釘山健一さん・副代表  小野寺郷子さん
募集期間：６月３日㈮～１６日㈭　８：３０～１７：３０
　　　　　（土・日を除きます）
問い合わせ・申し込み先：協働推進室

【注意事項】
・全体を通して参加できる人に限ります。
・開催時間は各回１０：００～１６：3０（①・⑦・⑧を除きます）問い合わせ先　○ 本庁税務課市民税係

「協働のまちづくり塾」塾生募集！

番号 開催日 内　　　容

① 7月31日㈰ 入塾式

② 8月28日㈰ ファシリテーション研修・初級編

③ 9月18日㈰ 市民活動力研修

④ 10月8日㈯ ファシリテーション研修・中級編

⑤ 11月5日㈯ 協働のまちづくり研修・中級編

⑥ 12月4日㈰ 協働のまちづくり研修・実践編

⑦ １月中 サロン（モデル地区準備）

⑧ ２月（未定） サロン（モデル地区）実施、卒塾式

広報あかいわ（平成23年6月号）25



　
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
む
に

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
よ
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
食
べ
物
を
選
ぶ
力
②
食
べ
物
の
味

が
わ
か
る
力
③
料
理
が
で
き
る
力
④

食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力
⑤
元
気
な

か
ら
だ
を
つ
く
る
力

　
こ
れ
ら
五
つ
の
力
を
育
て
て
、
元

気
な
体
と
心
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■

食
べ
物
を
選
ぶ
力

　

若
い
世
代
の
人
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
外
食
を
利

用
し
た
場
合
で
も
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
品

が
選
択
で
き
る
よ
う
、
知
識
と
実
践
方
法

を
習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■

食
べ
物
の
味
が
わ
か
る
力

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
い
ろ
ん
な
種
類
の
食

べ
物
を
食
べ
て
味
を
覚
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
に
お
い
、
歯
ご
た
え
、
音

な
ど
五
感
で
お
い
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で

敏
感
な
味
覚
が
育
ち
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
に

農
業
体
験
を
さ
せ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
地
元
の
畑
で
野
菜
を
育
て
、
収
穫
時

に
は
取
れ
た
て
の
野
菜
を
料
理
し
、
食
べ

る
こ
と
で
、
新
鮮
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
推
進
は
味
の
違
い
が
わ
か

る
力
も
育
て
ま
す
。

食育で５つの力を育てよう
食育月間

６月は

この機会に日ごろの食生活を見直し、
家族や地域の人たちと一緒に

「食」について考えてみませんか。

栄養委員による県立農業大学校での
講座のようす（上）、地域ぐるみ活動によ
る収穫祭のようす（下）
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栄養委員によるこども料理教室（一番
上）、山陽西小学校ではさつまいものつる
を植えました（上から2番目）、朝ごはんの
大切さを伝える人形劇を披露する栄養改
善協議会（左上）、学校栄養教諭が授業
に参加して指導を行いました（左）

■

料
理
が
で
き
る
力

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
調
理

実
習
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
べ
る
こ
と
の

喜
び
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を
体
験
し
て
、

「
食
」
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■

食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力

　

市
内
の
学
校
・
園
で
は
地
域
の
人
や
関

係
機
関
の
協
力
、
指
導
の
も
と
、
野
菜
づ

く
り
や
、
稲
作
体
験
な
ど
農
業
体
験
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
通
じ
て

食
べ
物
や
自
然
に
感
謝
す
る
心
が
育
っ
て

い
ま
す
。

■

元
気
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
力

　
「
は
や
寝
、
は
や
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

は
元
気
な
体
を
つ
く
る
基
本
で
す
。

　

栄
養
改
善
協
議
会
で
は
人
形
劇
を
使
っ

て
小
さ
な
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
園
で
は
栄
養
教
諭
や
学

校
栄
養
職
員
が
授
業
に
参
加
し
、
児
童
が

望
ま
し
い
食
習
慣
や
生
活
習
慣
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

食
育
の
第
一
歩
は
家
庭
か
ら
！

赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
会
長
　

　
杉
本
　
睦
子

　

私
た
ち
赤
磐
市
栄

養
改
善
協
議
会
で
は

「
私
た
ち
の
健
康
は

私
た
ち
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯
を
通
じ
た
食
育
推

進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
・
園
で
実
施
し
て
い
る
「
お
や
こ
の

食
育
教
室
」
で
は
、
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
い
、食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、

よ
い
食
習
慣
、
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
男
性
料
理
教
室
」、
高
校
生
、
大

学
生
を
対
象
に
し
た
「
新
生
活
サ
ポ
ー
ト
教

室
」高
齢
者
を
対
象
に
、「
低
栄
養
予
防
教
室
」

な
ど
を
開
催
し
、
世
代
に
応
じ
た
活
動
で
食

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
世
代
に
も
大
切
な
こ
と
は
、
一
日
の

ス
タ
ー
ト
は
朝
食
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
、
三

食
規
則
正
し
く
食
べ
る
こ
と
、
家
族
楽
し
く

食
事
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
の
食
生
活
を
見
直
し
、
楽
し
い
食
卓

を
心
が
け
て
も
ら
え
る
よ
う
「
食
育
の
五
つ

の
力
」
を
ふ
ま
え
、
人
と
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
栄
養
委
員
と
し
て
、
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
食
育
推
進
を

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

食
育
の
第
一
歩
は
家
庭
か
ら
始
ま
る
の
で

す
。
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課  ☎955-4770

▲原未春コーディネーター（右）と山田陽子コーディネーター（左）

　

そ
ば
打
ち
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
ば
打
ち

段
位
認
定
者
が
指
導
し
、全
工
程
を
一
人
で
打
ち
ま
す
。

【
日　

時
】

　

毎
月
第
三
日
曜
日　

午
前
十
時
～
（
要
予
約
）

【
場　

所
】　

熊
山
英
国
庭
園

【
費　

用
】　

場
所
代
ほ
か
千
二
百
円
と
粉
代
（
打
つ

量
に
よ
り
ま
す
）
※
打
っ
た
そ
ば
は
各
自
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

【
主　

催
】　

備
前
三
た
て
会

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

⃝
清
水 

☎
（
９
５
４
）
２
３
４
９

蕎そ

ば麦
打
ち
教
室
開
催
中

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
七
月
二
十
四
日
㈰
、
正
午
か

ら
、画
面
が
青
く
な
る
「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、

午
前
零
時
ま
で
に
は
、す
べ
て
の
放
送
が
終
了（
停
波
）

す
る
予
定
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な
い

と
、テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
準
備
が
済
ん
で
い
な
い
方
や
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
デ
ジ
サ
ポ
が

お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
デ
ジ
サ
ポ
岡
山

　

☎
０
８
６
（
８
９
９
）
６
０
６
０

　

平　

日
／
午
前
九
時
～
午
後
九
時

　

土
日
祝
／
午
前
九
時
～
午
後
六
時

も
う
す
ぐ
テ
レ
ビ
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す

　

市
内
の
発
達
障
が
い
支
援
の
た
め
に
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
岡
山
県
自
閉
症
児
を
育
て
る
会
」
が
赤

磐
市
か
ら
業
務
を
受
託
し
、
あ
か
い
わ
発
達
障
害
支

援
セ
ン
タ
ー
を
山
陽
児
童
館
内
に
開
設
し
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
相
談
を
中
心
に
、

前
年
度
は
九
十
件
近
い
ご
相
談
に
応
じ
て
き
ま
し

た
。
内
容
は
、「
言
葉
の
遅
れ
が
気
に
な
る
」「
動
き

ま
わ
っ
て
目
が
離
せ
な
い
」
な
ど
お
子
さ
ん
の
行
動

に
関
す
る
も
の
や
、「
就
学
や
就
労
先
を
ど
の
よ
う
に

選
ん
で
い
こ
う
か
」「
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
親
御
さ
ん
の
悩
み
に
関
す
る
も

の
、ま
た「
園
や
学
校
で
配
慮
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
」

な
ど
理
解
や
支
援

方
法
に
関
す
る
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

今
年
度
も
そ
う

し
た
子
ど
も
た

ち
を
幼
児
期
よ
り

支
援
す
る
た
め
に
、

経
験
豊
か
な
発
達

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
さ
ら
に

も
う
一
人
配
置
し

て
相
談
支
援
に
あ

こ
ん
に
ち
は
、

発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
来
所
相
談
日
】　

毎
週
木
曜
日
午
前
十
時
～
午
後
四
時

　
（
来
所
相
談
は
予
約
制
）

※
二
十
三
年
度
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
あ
か
い
わ
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
（
２
２
９
）
１
１
５
０

　
（
開
所
日
は
火
曜
日
～
木
曜
日
）
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国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル
の
実
施
や

リ
コ
ー
ル
隠
し
な
ど
の
防
止
の
た
め
「
自
動
車
不
具

合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
車

に
発
生
し
た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

⃝
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔
平
日
・
日
中
〕

　

☎
０
１
２
０
（
７
４
４
）
９
６
０

⃝
自
動
音
声
〔
年
中
無
休
・
二
十
四
時
間
〕

　

☎
０
３
（
３
５
８
０
）
４
４
３
４

⃝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/RJ/

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

赤
磐
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
赤
磐
弦
楽
愛
奏

会
」
が
、
音
楽
を
通
し
て
家
族
や
地
域
の
【
絆
】
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
開
く
初
め
て
の
演

奏
会
で
す
。

　

弦
楽
合
奏
に
よ
る
親
し
み
や
す
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
や
日
本
の
抒
情
歌
、
歌
謡
曲
な
ど
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

　

六
月
二
十
五
日
㈯　

午
後
二
時
～

【
場　

所
】

　

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】　

無
料

【
曲　

目
】

　

カ
ル
メ
ン
前
奏
曲
、
夏
は
来
ぬ
、
翼
を
く
だ
さ
い
、

バ
ロ
ッ
ク
風
「
日
本
の
四
季
」
よ
り
「
夏
」
ほ
か

【
後　

援
】

　

市
教
育
委
員
会
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
赤
磐
弦
楽
愛
奏
会　

代
表
／
安
藤　

利
博

　

☎
・
FAX
（
９
９
５
）
３
７
１
４

赤
磐 【
絆
】 

コ
ン
サ
ー
ト

　

一
月
十
六
日
㈰
、
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
で
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
主
催
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
バ
ン
ド
の
生
演
奏
に
の
せ
て
演
歌

の
熱
唱
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
高
陽
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン

ド
リ
ン
部
と
吉
井
中
学
校
、
桜
が
丘
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
バ
ン
ド
が

ル
ン
バ
や
ブ
ル
ー
ス
な
ど
を
演
奏
し
社
交
ダ
ン
ス
を

披
露
す
る
場
面
も
あ

り
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｗ
」
を
合
唱
し
、「
山

陽
も
も
の
会
」
が
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
手
話
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
「
善
意

の
箱
」
が
設
置
さ
れ
、

五
万
三
千
六
百
十
円

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は

赤
磐
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
全
額
寄
付
し

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
代
表
／
河
田
賢
太
郎

　

☎
０
９
０
（
３
７
４
６
）
３
６
８
５

歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
慈
善
演
奏
会

　

広
報
あ
か
い
わ
五
月
号
四
十
四
ペ
ー
ジ
下
段
の

『「
熊
山
遺
跡
群
調
査
研
究
会
」
総
会
記
念
講
演
会
』

中
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
誤
】　

正
岡
睦
央　

先
生

【
正
】　

正
岡
睦
夫　

先
生

お
詫
び
と
訂
正
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4月

5月

ま ち の わ だ い

▶
賞
状
を
手
に
知
事
と
記
念
撮
影
を
す
る
実
行

　
委
員
会
の
末
藤
さ
ん（
右
）と
伊
永
さ
ん（
左
）

▲晴天のもとイベントを楽しむ参加者

▶
交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
て

▶
水
泳
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

　
楽
し
む
利
用
者

第
十
二
回
（
平
成
二
十
二
年
度
）

岡
山
芸
術
文
化
賞

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会

　

あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー
実
行
委

員
会
が
、
岡
山
芸
術
文
化
賞
団
体
美

術
の
部
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、

四
月
二
十
八
日
㈭
、
岡
山
県
庁
で
開

催
さ
れ
た
授
賞
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
過
去
一
年
間
に
優
れ

た
文
化
活
動
の
業
績
が
認
め
ら
れ
る

個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
実
行
委
員
会
は
赤

磐
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ
う
と
、「
人

と
自
然
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
、「
あ
か
い
わ
Ａ
Ｒ
Ｔ 
Ｒ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｙ 

２
０
１
０
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
市
内
の
小

学
生
約
百
七
十
人
が
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
指
導
を

受
け
て
作
成
し
た
作
品

や
、
赤
磐
市
再
発
見
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
た
作
品
な

ど
、
市
内
十
六
カ
所
に

お
よ
ぶ
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

交
通
安
全
願
い
横
断
旗
を
寄
贈

　

四
月
八
日
㈮
、
株
式
会
社
ト
マ
ト

銀
行
交
通
安
全
協
力
会
か
ら
、
地
域

社
会
の
安
心
・
安
全
へ
の
願
い
を
こ

め
て
、
黄
色
の
交
通
安
全
横
断
旗
百

本
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
道
路
横
断

中
に
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、

登
下
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遊
び

に
出
か
け
る
と
き
な
ど
横
断
歩
道
を

渡
る
と
き
は
、
よ
く
目
立
つ
黄
色
の

横
断
旗
を
使
い
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

早
く
大
き
く
な
る
と
い
い
な

三
世
代
交
流
野
菜
づ
く
り

　

五
月
五
日
㈭
、
可
真
上
に
あ
る
農

園
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
」
一

期
生
の
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
三
世
代
交
流

野
菜
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
お
年
寄
り
や
親
子
連
れ

な
ど
約
四
十
人
が
参
加
し
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
を
植
え
た
り
、
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
を
ま
い
た
り
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
早
く
大
き
く

な
る
と
い
い
な
」
と
声
が
上
が
る
な

ど
、
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
よ
う
す
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

農
園
周
辺
に
あ
る
小
山
池
や
驗し

る
し
だ田
神

社
を
散
策
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

無
料
開
放
で
爽
快
な
汗
を

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

　

平
成
三
年
四
月
二
十
九
日
に
開

園
し
た
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、

こ
の
日
を
毎
年
「
無
料
開
放
の
日
」

と
し
て
、
一
般
開
放
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
体
育
館
で
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
卓
球
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
屋
内
プ
ー
ル

で
は
水
泳
、
園
内
で
は
散
策
し
た

り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
、
家
族

連
れ
・
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
休
日
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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▲目を凝らして魚を
　探す子どもたち

▲防犯への理解を深め、より「安全・安心」な街へ

▼「人権の花」の種を受け取る児童ら

▲晴天のもとイベントを楽しむ参加者

う
ら
ら
か
な
春
の
庭
園
を
満
喫

熊
山
英
国
庭
園

　

五
月
三
日
㈫
か
ら
五
日
㈭
ま
で
の
間
、
熊

山
英
国
庭
園
で
「
初
夏
の
イ
ベ
ン
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
三
日
間
で
お
よ
そ
三
千
二
百
人
が

来
園
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
陶
磁
器
の
絵
付

け
や
押
し
花
の
体
験
を
は
じ
め
、
写
真
や
日

本
画
、
手
作
り
木
工
品
の
展
示
や
市
内
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
園
内
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き

誇
り
、
池
で
は
ギ
ン
ヤ
ン
マ
な
ど
が
羽
化
す

る
姿
も
見
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
熊
山
英
国
庭
園
で
は
五
月
下

旬
か
ら
六
月
中
旬
ご
ろ
に
か
け
て
バ
ラ
が
見

ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

夢
中
で
追
い
か
け
大
歓
声

魚
の
つ
か
み
捕
り
大
会

　

五
月
八
日
㈰
に
、
下
市
の
砂
川
で

砂
川
地
域
ぐ
る
み
主
催
の
魚
の
つ
か

み
捕
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
地
元
の
親
子
連
れ
お
よ
そ

二
百
人
が
参
加
し
、
川
の
一
部
を
網

と
岩
で
区
切
っ
た
特
製
の
い
け
す
の

中
を
す
い
す
い
泳
ぎ
ま
わ
る
ニ
ジ
マ

ス
や
ア
マ
ゴ
な
ど
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
夢
中
で
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

捕
ま
え
た
魚
は
そ
の
場
で
焼
い
て

食
べ
る
こ
と
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
で
捕
っ
た
魚
を
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
ば
っ
て
、
満
足
そ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

防
犯
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る

沼
田
区
防
犯
集
会

　

四
月
十
五
日
㈮
に
沼
田
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
防
犯
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
犯

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
磐
警
察
署
生
活
安
全
課
長
の
森
山

邦
彦
さ
ん
を
お
招
き
し
、
自
主
防
犯
活

動
を
す
る
う
え
で
の
心
構
え
な
ど
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
人

は
よ
り
一
層
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
を
熱

心
に
行
っ
て
い
る
沼
田
区
民
の
活
動
を

称
え
、
赤
磐
署
か
ら
防
犯
ベ
ス
ト
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

育
て
よ
う
「
人
権
の
花
」

　
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
人
権
啓
発
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
、
赤
磐
市
で
は
城
南
小
学
校
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
種
か
ら
花
を
育
て
ま
す
が
、
花
を
育
て
る
だ

け
で
は
な
く
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
、
命
を
大

切
に
す
る
心
な
ど
も
大
事
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

四
月
十
八
日
㈪
に
は
、
城
南
小
学
校
で
「
人

権
の
花
」
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。
人
権
擁

護
委
員
の
人
か
ら
花
の
種
や
土
な
ど
を
も
ら
っ

た
児
童
た
ち
は
「
み
ん
な
で
大
切
に
花
を
育
て

ま
す
。
共
に
学
び
、
共
に
遊
び
、
花
い
っ
ぱ
い

笑
顔
い
っ
ぱ
い
城
南
小
に
な
る
よ
う
に
一
生
懸

命
育
て
て
い
き
ま
す
」
と
声
を
合
わ
せ
て
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

　

城
南
小
学
校
か
ら
、
み
ん
な
で
互
い
の
人
権

を
大
切
に
す
る
た
め
の
大
き
な
花
が
広
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
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▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、鳥
取
砂
丘
ま

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。二
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
娘
は
、サ
ラ
サ
ラ
の
砂
を
バ
ケ
ツ
に
入

れ
て
は
出
す
と
い
う
作
業
を
延
々
と
繰
り

返
し
、と
て
も
楽
し
ん
だ
よ
う
す
。帰
り
際

に
は
大
声
で「
う
み
バ
イ
バ
ー
イ
！
ま
た
き

て
ね
ー
！
」と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。「
…
い
や
、

来
る
の
は
君
だ
よ
」と
、た
く
さ
ん
の
人
が

心
の
中
で
突
っ
込
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、市
内
の
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、あ
ち
こ
ち
に
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。取
材
先
で
は
皆
さ
ん
優

し
く「
今
日
も
仕
事
か
な
！
」と
突
っ
込
ま
れ

た
り「
こ
れ
で
も
食
べ
ら
れ
！
」と
お
菓
子
を

く
れ
た
り
と
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
、と
て
も

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。そ
れ
で
も
私
は
大

声
で「
長
期
休
暇
バ
イ
バ
ー
イ
！
ま
た
早
く

戻
っ
て
き
て
ね
ー
！
」と
叫
び
た
い
で
す
。

▼
先
日
英
国
庭
園
で
、ト
ン
ボ
が
羽
化
す
る

と
こ
ろ
を
目
撃
し
ま
し
た
。小
さ
く
曲
が
っ

た
か
ら
だ
と
羽
を
、ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
伸
ば
し
て
ゆ
く
姿
に
、心
の
中
で「
が
ん

ば
れ
！
」を
繰
り
返
す
自
分
。そ
し
て
二
時

間
後
、よ
う
や
く
飛
び
立
つ
姿
を
見
送
る
私

の
気
持
ち
は
、ま
る
で
親
の
よ
う
で
し
た
。

（
テ
ィ・ア
ー
ル
）

編

集

後

記

人い
き
い
き

い
き
い
きき

ら
り

ま
ち

河
岸
に
揺
ら
め
く
幾
百
の
光

　

月
明
か
り
の
な
い
暗
い
日
。
あ
た
り
に
は
風

も
な
く
、
少
し
生
暖
か
い
空
気
が
漂
う
夜
。
そ

れ
ま
で
薄
暗
か
っ
た
草
む
ら
か
ら
、
ひ
と
つ
、

ま
た
ひ
と
つ
と
小
さ
な
光
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
き

出
し
ま
す
。
す
ー
っ
と
尾
を
引
く
黄
緑
色
の
光

跡
に
は
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
、

見
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

赤
磐
市
滝
山
に
あ
る
滝
山
川
や
血
洗
川
の
河

岸
で
は
毎
年
多
く
の
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
観
察
で
き
る
時
期
は
五
月
下
旬
か
ら

六
月
中
旬
に
か
け
て
で
、
家
族
連
れ
や
カ
メ
ラ

マ
ン
ら
が
、
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見
つ
め
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
そ
の
ホ
タ
ル
も
、
最
近
で
は
全
国
的

に
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
理

由
は
ホ
タ
ル
が
成
育
で
き
る
場
所
が
減
っ
て
い

る
か
ら
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
ホ
タ
ル
を
鑑

賞
す
る
人
た
ち
も
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
懐
中
電
灯
や
自
動
車
の
ラ
イ
ト
な
ど
の
明

か
り
で
す
。
強
い
光
を
受
け
た
ホ
タ
ル
は
繁
殖

活
動
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
明

か
り
は
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
蚊

取
り
線
香
を
持
ち
歩
い
た
り
、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
を
吹
き
付
け
た
手
で
触
れ
た
り
す
る
こ
と

も
、
ホ
タ
ル
に
と
っ
て
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
タ
ル
を
観
賞
す
る
と
き
は
、
必
ず
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
観
賞
し
ま
し
ょ
う
。

滝
山
川
の
ホ
タ
ル

　
　
　
（
赤
磐
市
滝
山
）

広報あかいわ（平成23年6月号）32


	表紙
	特集／赤磐の安全１
	特集／赤磐の安全２
	特集／赤磐の安全３
	特集／赤磐の安全４
	特集／赤磐の安全５
	特集／赤磐の安全６
	市政トピックス１
	市政トピックス２
	公民館へ行こう１
	公民館へ行こう２
	スポーツトピックス１
	スポーツトピックス２
	わたしのあなたの健康／人権コラム
	ズームアップ図書館
	暮らしのカレンダー１
	暮らしのカレンダー２
	情報ボックス１
	情報ボックス２
	情報ボックス３
	情報ボックス４
	情報ボックス５
	情報ボックス６
	情報ボックス７
	情報ボックス８
	6月は食育月間１
	6月は食育月間２
	読者のページ１
	読者のページ２
	まちのわだい１
	まちのわだい２
	人いきいきまちきらり

